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カ ザ フ人 の先 駆 的学 者 チ ョカ ン ・チ ンギ ソヴ ィ ッチ ・ワ リ・・一 ノ フqOKaHqHHrHC-

oBvaqBa∬HxaHoB(1835-1865年)は,そ の30年 とい う短 い生 涯 に もか か わ らず,中 央

ア ジ ア の歴 史 ・地 理 ・民族 誌 の研 究 に お い て多 大 の 功績 を残 した 。 カザ フス タ ソ共 和

国 の ア ル マ トィ(ま た は ア ル マ トゥ,旧 称 ア ル マ ・ア タ)に あ る歴 史 ・考 古 学 ・民 族

学研 究 所 に は,彼 の 名 が冠 され,そ の業 績 が 記 念 され た。ワリハーノフ は カザ フ遊 牧

民 の王 侯 の家 系 に属 し,そ の遊 牧 文 化 に通 暁 して い た の み な らず,他 の 中央 ア ジ ア諸

民族 の文 化 に も深 い 関 心 を示 した 。 それ は ロ シア帝 国 の 中央 ア ジ アへ の 軍事 的 進 出 と

無縁 で は なか った け れ ど も,彼 の残 した記 録 は,ト ル コ系 カ ザ フ人 の 出身 で ロ シア語

に堪 能 で あ った 知 識 人 の研 究成 果 ど して我 々 に貴 重 な 情 報 を提 供 して い る。

ワ リハ ー ノ フは1855年 か ら1859年 まで,カ ザ フス タ ソ東部 か ら新疆 西 部 に か け て の

地 域 を旅 行 し,調 査 活 動 を お こ な った 。 ほ ぼ 同時 代 の 著 名 な東 洋 学 者 ・民 族学 者 の ラ

ドロフB.B.PanlloB(1837-1918年)が,西 シベ リアの 町バ ル ナ ウルBapHaynを 拠 点

に 西 シベ リア南 部 か ら カザ フス タ ン東部 ・中央 ア ジ アに か け て旅 行 を した の は,1860

年 か ら1870年 まで で あ る(PannoBl989:9-13;Radloffl968:1-10-14)。 両 者 の調 査
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図1　 1857年 の ヴ ェル ヌイ量 塁(セ ミ ョー ノ フ ・チ ャン シ ャ ンス キ ー の絵 か ら)

　 　 　 (HKa3CCP　 III:189)

成 果 は,同 時 代 資 料 と して 比較 考 察 され るべ き価 値 を有 して い る。ワリハーノフ が 生

きた 時代 は,ま さに ロシ ア帝 国 の 中央 ア ジ ア征 服 が始 ま る時 期 で あ った 。 例 えぽ,ア

ル マ トィに ヴ ェル ヌイ 塗 塁[ま た は ヴ ェル ノエ塗 塁,図1参 照]が ロ シア に よって 築

か れ た の は,1854年 の こ とで あ り(HKa3CCP　 III:189),ワリハーノフ が 病 没 した の

は,1865年 の タ シ ュケ ン ト陥 落 の一 ヶ月 前 の こ とで あ った(小 松1996:35)。

　 本稿 で は,ワリハーノフ の広 範 な業 績 の 中 か ら,天 山 山脈 西部 の イ ッシ ク ・クル 湖

(イ ッシ ク湖)周 辺 に お け るキ ル ギ ズ(キ ル ギ ス,ク ル グ ズ)遊 牧 民 の実 地 調 査 資 料

を 検 討 す る(大 まか な 地 名 につ い ては,図6の 地 図 を 参 照 され た い)。 彼 が ロシ ア語

で 書 い た論 文,調 査 旅 行 の記 録 ・報 告,そ して ス ケ ヅチ ・絵 画 な どの業 績 は 『著作 集 』

と して ま とめ られ,伝 記 や 解 説 ・注 釈 な ど も加 え られ て い る。 本 稿 で は 主 と して,

1984-85年 に ア ル マ ・ア タ で 出 版 され て い る もの(BanHxaHoB　 1984;1985a;1985b;

1985c;1985d)を 使 用 す る1)。 な お,資 料 を 引 用 す る際 に 固 有 名 詞 や 専 門用 語 な どに

付 した丸 括 弧()内 の 説 明 や 言語 な どは 引 用 資料 の もので あ り,角 括 弧[　 ]内 の

説 明 や語 句 は 筆 者 澤 田 に よる補 足 で あ る。

1.ワリハーノフ の 生涯

　本論のキルギズ遊牧民についての実地調査を検討する前に,ワリハーノフ の生まれ

育った環境や研究活動のあらましを見ておきたい2も
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1.家 庭環境 と修学時代

　 まず 注 目 され るの は,か れ の 高貴 な 出 自で あ る。彼 は1835年11月,カ ザ フス タ ン中

北 部 の クシ ュ ムル ンKYIIIMYPYH要 塞 で生 まれ た。 彼 の 正式 な 名前 は ム ハ ンマ ド ・ハ

ナ フ ィー ヤMuhammad　 Hanafiyaで あ り,チ ョカ ソは 母 親 が つ け た あ だ 名 で あ る

(BaJlvaxaHoB　 1984:17)。 父 チ ソギ ズChingghizは オ ムス クの シベ リア方 面軍 学 校 で 教

育 を受 け た 文 化 人 で あ り,祖 父 ワー リーwal↑ は 中 ジ ュズ最 後 の ハ ンで あ り,曾 祖 父

ア ブ ライAblayは ハ ソ即 位(1771年)以 前 の1740年 に ロ シ ア 臣 籍 を 誓 った(川 上

1980:27,30),中 ジ ュズ のハ ンで あ った(BaJlvaxaHoB　 1984:9,11;1985a:369)。 バ ラー

クの 子 で,15世 紀 の 中 ごろ に 初 代 の カ ザ フ ・ハ ンとな った(佐 口1979a:73;1979b:

16)ジ ャー ニ ー ベ ク か ら の,こ の 一 族 の 系 図 が 『著 作 集 』 巻4に 掲 げ られ て い る

(BaJIHxaHoB　 1985c:174,177)。 　　　　　　　　　　　　　　　 一

　 彼 は クシ ュムル ンに お い て カ ザ フの私 的学 校 で ア ラブ文 字綴 りの基 礎 を 習 得 し,鉛

筆 画 の描 き方 を 習 った 。 そ の学 校 では 通 常,キ プチ ャ ク語 や チ ャガ タ イ語 で中世 の文

献 を読 む こ とや,ア ラ ブ語,ペ ル シア語 会話 の練 習 や,東 洋 の 詩 の 朗読 が お こな わ れ

た 。伝 統 に よる と,ス ル タ ー ソ[ハ ソ家 の 王 侯 の こ と]の 子 供 た ち は い くつ か の東 洋

語 を 学 ぽ ね ぽ な らなか った 。 あ るい は,《)KeTbl)KYpTTblH　 TiJliH　6illY》3)と 言 わ れ た よ

うに,七 つ の民 族(HapoA)の 言 葉 を知 らね ば な らなか った(BanHxaHoB　 l984:19)。

　 1847年 秋,父 は よ り良 い教 育 を 受 け られ る よ うに と,12歳 のワリハーノフ を シベ リ

ア陸 軍 士 官学 校 に 入れ るた め に オ ムス クへ 連 れ て 行 った。 この学 校 は シベ リア方 面 コ

サ ッ ク軍 の 学校 を基 に して1845年 に設 立 され,当 時 最 高 の学 校 のひ とつ と見 な され て

いた 。 そ の カ リキ ュ ラム には,軍 事 教 科 以外 に世 界 地 理,ロ シア地 理,世 界 史,ロ シ

ア史,ロ シ ア ・西 欧文 学,基 礎 哲 学,植 物 学,動 物 学,物 理 学,数 学,測 地 学,建 築

学 ・建 築 術,自 然 史概 論 が含 まれ てい た。 ま た製 図,図 画,書 道,ロ シ ア語,フ ラ ソ

ス語,ド イ ツ語 も教 授 され た 。そ れ 以 外 に東 洋諸 語 の特 別 ク ラスが あ り,テ ユル ク語,

モ ン ゴ ル 語,ア ラ ブ 語,ペ ル シ ア 語 が 教 授 さ れ た 。 教 育 期 間 は8年 で あ っ た

　(BanvaxaHoB　 1984:21-23)。

　ワリハーノフ は この 学校 で優 れ た教 授 た ち に 学 び,ま た オ ムス クの知 識 人 と も交 際

した。 特 に ロ シア文 学 を 教 え て い た コス テ ィ レツキ ーH.Φ.KOCTbmellKllptは 彼 に 大

きな影 響 を与 えた 。 二 人 は共 同 して カ ザ フの 英 雄 叙 事詩 の研 究 に 従事 した。 そ して コ

ス テ ィ レツキ ー の推 薦 に よ り,ワリハーノフ と東 洋 学者 ベ レズ ィソH.H.　 Bepe3HHと

の文通 が始 ま った。ワリハーノフ は 「トクタ ミシ ュの ヤ ル リ ク」 の 用語 の解 明 に お い
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て ベ レズ ィ ンを 助 け た 。 ま た 彼 の 親 密 な 同 窓 生 に,モ ン ゴ ル ・チ ベ ッ トな ど の 探 検 家

・民 族 学 者 と し て 有 名 に な る ポ タ ー ニ ソr .H.　 noTaHMHが い た(Ba皿xaHoB　 1984:23,

28-29)。 な お,ワリハーノフ は ド イ ツ 語 と フ ラ ン ス 語 を う ま く 話 し た と い う

(AnAaH-CeMeHoB　 l　965:130-131;ア ル ダ ン ・セ ミ ョ ノ ブ　1972:170)。

2.中 央 アジアへの調査旅行

　ワリハーノフ は1853年 に18歳 で 陸 軍士 官 学 校 を 卒 業 し,シ ベ リア ・コサ ッ ク第6騎

兵 連 隊 の将 校 に任 じられ た が,実 際 上 は西 シベ リア総 督 の も とに 置 か れ,一 年 後 ガ ス

フ ォル トr.X.　 racΦopT将 軍 の副 官 に 任 じられ た 。 そ して1855年,ガ ス フ ォル ト将

軍 の 調査 行 に参 加 して 中央 カザ フス タ ソ,セ ミレチ エ,タ ルパ ガ タイ を旅 行 した 。 ワ

リハ ー ノ ブは この 旅 行 に おい て,カ ザ フの統 計,慣 習 法,古 宗 教 に つ い て の資 料 を 集

め て い る(Ba∬HxaHoB　 1984:32-33,35)。

　 1856年 に は ホ メ ン トフス キ ーM.M.　 XoMeHToBcKllPt大 佐 指 揮 下 の 軍事 的 ・学 術 的

遠 征 に参 加 した 。 そ の遠 征 の 目的 は キ ル ギ ズ民 族 の 視 察 とイ ッ シ ク ・クル 湖沿 岸 地 域

の地 形 測 量 で あ った 。ワリハーノフ は1856年5月 の後 半 に旅 行 を始 め,ア ラ ・クル か

ら 中央 天 山,イ ッシ ク ・クル湖 に 至 った。 彼 は2ケ 月 キ ル ギ ズ族 の間 に 滞在 して,そ

の 伝 承 や 叙 事 詩 な ど を 記 録 し,7月 中 頃,ヴ ェ ル ヌイBePHblti要 塞 に 帰 還 し た

(BaJIHxaHoB　 l984:37-40)。

　 この 帰還 は,ロ シ ア政 府 が 中 国 との 交 渉 の任 務 にワリハーノフ を就 か せ るた め に,

遠 征 隊 を 呼 び戻 した た め で あ る。1856年8月 始 め,彼 は クル ジ ャに向 か った。 そ して

中 国 との 外交 交 渉 を お こな い,貿 易 と友 好 関 係 の回 復 に 成 功 した。 彼 は 約3ケ 月 クル

ジ ャに 滞在 し,晩 秋 の訪 れ と ともに オ ムス クに帰 った(Ba∬HxaHoB　 1984:40-41)。

　 1857年,ワリハーノフ は再 度 ア ラ タ ウA∬aTayの キ ル ギ ズの と ころへ 旅 行 した。 こ

の旅 行 に つ い て西 シベ リア総 督 ガ ス フ ォル トが外 務 省 に提 出 した報 告 に よれ ば,彼 は

中 国 西 部 に お け る情 報 の 収 集 の た め に,キ ル ギ ズ の 遊 牧 地 に 派 遣 され た の で あ る

(BaJiMxaHoB　 1984:41)。 田中克 彦(1961a:39)に よ る と,ブ グ ゥ族 の 首長 に ロシア政

府 か らの 贈 り物 を とどけ る とい う公 式 の 用 を も って いた 。

　 彼 は キ ル ギ ズ民 族 の 生 活や 習 慣 に つ い て の 資料 を集 め,そ の歴 史,民 族 誌,民 衆 詩

を 研 究 した。 特 に キル ギ ズ の英 雄 叙 事詩rマ ナ ス』 を 記 録 した こ とは 重 要 な意 義 を有

して い る(BanllxaHoB　 l　984:41-42)。

　ワリハーノフ の地 理 的 ・歴 史 的 研 究 業 績 は 地理 学 者 の セ ミ ョー ノ ブ ・チ ャ ソ シ ャ ソ

ス キ ーH.n.　 CeMeHoB-THH一 田aHcK曲 に よ って ペ テ ル ブル クの学 界 に 知 られ る よ うに
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な り,1857年2月27日,ワリハーノフ は ロ シ ア地 理 学 協 会 の 正 会 員 に 選 ぼ れ た

(BaJIHxaHoB　 1984:44)。

　 そ の優 れ た 功 績 が ロ シア の学 界 に お い て認 知 され たワリハーノフ は さ らに,勇 敢 な

旅 行 家 の名 声 を生 み だ した カ シ ュガル へ の 調査 旅 行 をお こな う。 これ は主 に セ ミ ョー

ノ ブ ・チ ャ ン シ ャ ンスキ ー と外務 省 ア ジ ア局長 の コ ワ レフス キ ーE.n.　 KOBaneBcKMpt

の 首 唱 に よ る もの で あ った(BaJlnxaHoB　 1984:45)4)。

　 1858年6月28日,ワリハーノフ は カ ラ ム ラKapaMynaに 到 着 し,セ ミパ ラテ ィ ン

ス クか らや っ て 来 た 貿 易 キ ャ ラ ヴ ァ ン に 加 わ っ た 。 そ の キ ャ ラ ヴ ァ ソは43人

[(BaJlvaxaHoB　 l985b:38)で をよ42人],101頭 の ラ クダ,66頭 の乗 用馬 ・駄馬,6つ の天

幕 か らな って い た 。 彼 は 頭 を 剃 り,カ ザ フ の 民 族 服 に 着 替 え,カ パ ルKanan[コ パ

ル]か ら の 商 人,隊 商 長 ム ー サ バ イKapaBaH-6aluM　 Myca6anの 親 戚 ア リム バ イ

idmMM6aliと 名 乗 った。 キ ャラバ ンは イ リ河 谷 か らイ ッシ ク ・クル の河谷 へ進 み,ア ク

サ イAKcataの 道 に よ りカ シ ュ ガルへ 向か った 。 そ の 間,キ ル ギ ズ族 の ブ グ ゥ6yry氏

族 が 集 ま って い た テ ケスTeKec,カ ル カ ラKapKapa,コ クジ ャル1くoK)Kapの 河 谷 に お

い て8月 中 を 過 ご し て い る 。 キ ャ ラ ヴ ァ ソ は9月26日 テ レ ク トィ ・ダ ヴ ァ ソ

TepeKTbi-IlaBaH峠[テ レ ク トィ峠]に 到 達 し,翌 日,中 国 の国 境 を越 え,要 塞 で コ ー

カ ソ ドの ア クサ カル[領 事 兼 徴 税 官]に 迎 え ら れ,保 護 下 に置 か れ た(BaJlvaxaHoB

1984:46-48)。

　 ワ リ・・一 ノ フは1858年10月1日 か ら1859年3月 中 頃 まで カシ ュガル に お い て約 半 年

間す ご した 。 彼 が カ シ ュガ ルに 居 た 時,最 初 ナ ス レッデ ィー ソHacpenArmと い う者

が,後 に ヌ ール マ ハ メ ト ・ダ ー ト・・-HypMaraM6T-naTxaと い う者 が コー カ ソ ドの

ア クサ カ ル で あ った 。両 人 は ワ リハ ー ノ フ と旅 仲 間 を歓 待 し,保 護 下 に置 い た。 ワ リ

ハ ー ノ ブは種 々 の情 報 を集 めた り,写 本や 貨 幣 や 鉱 石 や 植 物 な どを収 集 した りして い

た が,カ シ ュ ガ ルが 不 穏 に な った た め,1859年3月11日 に 帰路 に つ い た(Ba∬HxaH-

OB　1984:48・-49)。

　 帰 路 で は トゥル ガ ル トTyprapT峠,ナ リソHapLIH河 な ど を経 て,1859年4月12日

ヴ ェル ヌイ要 塞 に到 着 し,セ ミパ ラテ4ソ ス クを 経 て オ ムス クに 帰還 した(BaJIHxaH-

oB　1984:49-50)5)。

3.ペ テルブル クで の活動 とステ ップにおけ る晩年

　カシュガルでの調査によって非凡な研究者 としての評価を得たワリハーノフ は,中

央アジアの併合を進めていたnシ ア帝国にとって有用な人物になっていた。彼は1859
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年 の 末 ペ テ ル ブ ル クに赴 き,1860年6月15日,陸 軍 省 か ら外務 省 ア ジア局 へ の 彼 の転

任 の 指 令 が ア レ クサ ン ドル2世 に よっ て裁 可 され た(BanfixaHoB　 1984:51-52)。

　 ワ リハ ー ノ フのペ テル プル クに おけ る活動 は極 め て活 発 で あ り,多 方 面 に渡 って い

た 。 す な わ ち,彼 は 参謀 本部 軍 事 学 術 委 員 会 の委 託 を うけ 中 央 ア ジア と東 トル キ ス タ

ソの 地 図 を作 成 した 。また 地 理 学 協 会 に お い て は,ド イ ツ の地 理 学者 カー ル ・リ ッタ ー

K.PvaTTepの 労 作 の出 版 準備 に参 加 し,カ ザ フス タ ソ と中央 ア ジ アの地 理 ・民 族 誌 の

資 料 を 編纂 した り,会 員 に講 義 した りした 。 また地 理 学 協 会 の 出版 物 と して論 文 を 発

表 す る準 備 も した。 彼 は そ の 副会 長 の セ ミ ョー ノ ブ ・チ ャ ソシ ャ ソス キ ー と絶 えず 緊

密 な関 係 に あ った ので あ る。 そ して ア ジ ア局 で は コ ワ レフ ス キ ー ら と交 友 し,テ ユル

ク諸 語 を 教授 して い る(Ban∬xaHoB　 1984:57-59)。

　 彼 は さ らに 向学 心 を 持 ち,大 学 の歴 史 ・文献 学 科 で聴 講 し,諸 外 国語 の勉 強 を続 け

た 。 また 当地 の学 者 や 作 家 た ち との交 友 も盛 ん で あ った。 特 に,1854年 の オ ム ス クに

おけ る出 会 い で始 ま った 文 豪 ドス トエ フスキ ー Φ.M.,[[OCToeBCKIItiと の親 交 は,こ

の地 で も続 い た(BaJIIIxaHoB　 1984:58-59)。

　 しか し1861年 の春,ワリハーノフ は重 い 病 気(肺 結 核)の た め に ペ テ ル ブル クを去

らね ば な らず,医 師 の助 言 に よ り静 養 のた め 故 郷 の ス テ ップへ 帰 った。 彼 は ペ テ ル ブ

ル クに お い て1年 半 過 ご した だ け で あ った(BaJ[HxaHoB　 t984:60)。

　 彼 の ア ウルayn[宿 営 キ ャ ン プ]に 出入 り した 民 衆詩 人 や 楽 士 らが彼 の心 を 喜ば せ

たが,ス テ ップに おけ る後 進 性 や植 民 地 役 人 と カザ フ封 建 領 主 の圧 政 ・専 制 を も痛 感

した。 そ して 民衆 の利 益 と権 利 を擁 護 す るた め に,1862年,選 挙 に よ る年 長 ス ル ター

ンの職 に立 候補 した。 しか し,や が て親 戚 との 不 和 の た め に オ ム ス クに 行 き,そ こで

地 方 の役 所 の 法 律委 員 会 の 仕 事 に 参 加 し,カ ザ フの 司法 制 度 改 革 の問 題 に取 り組 んだ

(BaJIHxaHoB　 1984:61-63)0

　 1864年 春,ワリハーノフ は チ ェル ニ ャエ フM.r.「lePHfleB将 軍 の軍 事 遠 征 に招 か

れ,ア ウ リエ ・ア タAynHe-ATa要 塞 占領 の 際 の軍 事 行 動 に 交 渉 役 と して参 加 す る。

しか し,同 年7月 チ ェル ニ ャエ フ将 軍 の植 民 地 主 義 的行 動 に不 満 な将校 た ち と と もに

ヴ ェル ヌイ市 に 帰 っ た(BaJlvaxaHoB　 1984:63-64)。 彼 は進 軍 中 の ロ シ ア軍 兵 士 が カ

ザ フ人 に 加 え た 残 虐 行 為 に 抗 議 して 軍 律 を 破 り,軍 職 を 解 か れ た と い う(小 松

1996:35)。

　 そ して ヴ ェル ヌイ か ら カ ザ フ の ア ル バ ソaJi6aH氏 族 の年 長 ス ル タ ー ソ,テ ゼ ク

Te3eK6)[テ ゼ ク ・ア ブ ラィ ハ ノ ブ　 Te3eK　 A611atixaHoB]の ア ウル に 行 き,そ の 姉 妹

ア イ サ ル イAncapblと 結 婚 した(BaJlllxaHoB　 l　984:65)。
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　 しか し彼 の 健 康 は 回復 せ ず,1865年4月10日,ア ル トィ ン ・エ メ ルAnTblH-9Men

山脈 の麓 か ら遠 くな い コチ ェソ ・ トガ ソKoqeH-ToraHの テゼ クの ア ウル に お い て逝

去 した。 死 後 そ こに焼 き煉 瓦 で 円天 井 の霊 廟 が 建 て られ た(BanHxaHoB　 1984:65,90

footnote　 1)。

1[.キ ル ギ ズ研 究 の概 要

1.イ ッシ ク ・クル湖 北東岸 へ の実 地踏査

　ワリハーノフ が キ ル ギ ズ の遊 牧地 を訪 れ た の は,前 章 で述 べ た よ うに1856,57年 の

キル ギ ズ調 査 と,1858年 か ら1859年 にか け て の カ シ ュガ ルへ の旅 行 の往 復 路 に お い て

で あ った 。

　 そ の よ うな調 査 行 の なか で,キ ル ギ ズ につ いて 最 も親 し く観 察 した の は,1856年 の

遠 征 で あ った と 思 わ れ る。 そ の 旅 程 は 「1856年 イ ッシ ク ・ク ル へ の 旅 行 日誌 」

〈BanMxaHoB　 l984二306-357)に 詳 し く記 され て い る。

　 この1856年 の 調 査 は,ロ シア帝 国 とイ ッシ ク ・クル 湖 周辺 の キ ル ギ ズ族 との接 触 の

結果 で あ った 。 す な わ ち,イ ッ シ ク ・クル 湖 付 近 で遊 牧 す る ブ グ ゥ6yry氏 族 出 の,

キ ル ギ ズ の族 長(マ ナ プMaHan)ブ ラ ンバ イBypaH6aPt7)は 属下 の1万 天幕 の 氏族 と

ともに,1855年 ロシ ア国 籍 に 入 った。 彼 らの 求 め に応 じて,ま た彼 らに 宣誓 させ る た

め,そ して イ ッシ ク ・クル 湖 の 測量 のた め に,翌 年 の春,ホ メ ソ トフスキ ー大佐 指 揮

下 の コサ ック部 隊 が 遠 征 す る こ とに な った の で あ る。2ヶ 月 に わ た る遠 征 に お い て,

ア クス ゥAKcyと ザ ウ カ3ayKaま で の イ ッシ ク ・クル湖 周 辺 が 測 量 され た 。 ワ リハ ー

ノフは この 遠征 に参 加 し,2ヶ 月 キ ル ギ ズ族 の 間 に居 て,伝 承 や 言 語 を研 究 した り,

種 々の 情 報 を集 め る時 間 が あ った 。彼 は ブ ラ ンバ イ の ア ウル を 訪 れ て伝 承 を 集 め るな

どの活 動 を して い る(BanHxaHoB　 l985a:1(}-ll;1985b:344-345)。

　 彼 の 行程 は,「1856年 イ ッ シ ク ・クルへ の旅 行 日誌 」 に よ る と,4月18日 に セ ミパ

ラテ ィ ンス クを 出発 し,ア ヤ グ ズAs{ry3を 経 て,レ プサJlenca河,ア クス ゥAcKy河

を渡 り,ス テ ップを 南下 した。 そ して5月15日 に,ク ソ ゲイ ・ア ラ タ ウ山脈 か ら源 を

発 し,イ リ河 に注 ぐチ リ クqva皿K河 で宿 営 した。 チ リクの 上 流 は カザ フ族 の通 常 の

冬 営地 とな り,昔 カ ラ ブ ラ クKapa6ynaKか ら ウチ ュバ イ ソル ンY96ancopHま で[キ

ルギ ズの]サ ルバ グシ ュ族caPH6arL皿vaが 占め て い た が,今 は[カ ザ フの]ア ドバ

ン家 の氏 族 キ ズ ル ボ ル クan6aHoBcKllti　 pon　 KH3n60pKが そ こ で冬 営 してい る とい う

385



国立民族学博物館研究報告別冊　 20号

(BanMxaHoB　 1984:312)。

　ワリハーノフ は チ リ ク河 か らチ ャ リソqaPblH河 へ 向か う途 中,ト ライ グルTopa-

tirblp山 の 北 側 斜 面 で夜 を過 ご して い る。 彼 は この地 域 に つ い て次 の よ うな記 事 を残

して い る。 す なわ ち,ト ゥル イ ・ア イ グルTyPbl磁rblpは 栗 毛 の種 馬 を意 味 す る8も

カザ フが カル ム ィ ク ・ジ ュ ンガル を これ らの 地 か ら放 逐 した 時,こ の 山 で栗 毛 の種 馬

を 見 つ け た と,カ ザ フ の 伝 承 に お い て 語 ら れ て い る。 トラ イ グ ル は ア ドバ ン族

an6aHllの 最上 の冬 営 地 で あ る,と(BaJluxaHoB　 1984:315)。

　 5月21日 か ら,チ ャ リン河 の上 流 カル カ ラKaPKapa河 で宿 営 した 。 カル カ ラ地 域

は夏 の遊 牧 地 で あ り,ア ドバ ソ族 とデ ィ コカ メ ソ ヌイ[す な わ ち,キ ル ギ ズ]の 氏族

ブ グ ゥ6yryが そ こで遊 牧 して い る。 こ こには 馬 虻 も蚊 もい な い とい う。 ワ リハ ー ノ

フ ー 行 は ブ グ ゥ族 が 遊 牧 して い る こ の 地 域 に 行 く こ とが 必 要 で あ った の で あ る

(BaJIHIxaHoB　l　984:321,323)。 そ れは先 に 述 べた よ うに,ブ グ ゥ族 の族長 ブ ラ ソバ イ と

接 触 す るた め で あ った。

　 5月25日 か ら,サ ソタ シ ュCaHTa皿 峠 付 近 の テ ユプTωn河 で 宿営 した 。 テ ユ プ河

は イ ッシ ク ・クル湖 東 端 に 流 入 す る河 で あ る。 サ ンタ シ ュ峠 は ク ソゲ イ ・ア ラ タ ウ山

脈 東 端 の 峠 で あ り,そ の山 脈 を越 え る 多 くの峠 が あ るが,サ ソタ シ ュが 最 も重 要 で,

あ らゆ る種 類 の通 行 に適 して い る とい う(BaJIHxaHoB　 l　984:243,406)。

　ワリハーノフ はサ ンタ シ ュ(「 計 算 の石 」)'の 名 の 由来 につ い て,次 の よ うに記 して

い る。 この峠 は 山 の よ うに クル ガ ン[塚]に 積 まれ た石 か ら,そ の名 を得 た 。 クル ガ

ソの高 さは3サ ージ ェ ン[1サ ー ジ ェ ソは 約2.134m]で,周 囲は35サ ー ジ ェ ソあ る。

伝 説 は 次 の よ うに伝 えて い る。 エ ミー ル ・テ ミル ・クル ゲ ソ[テ ィムー ル朝 の創 始者

ア ミール ・テ ィ ムー ル ・キ ュ レゲ ン]が カ ア ン ・チ ンKaaH-qHH(中 国皇 帝 の称 号)

の娘 を 自分 の ハ ー レムに 入 れ るた め に 中国 に 向 か った時,兵 士 一 人一 人 に,あ る場 所

で石 を 一 つず つ置 い て い く よ う命 じた。 彼 は 帰還 後,す べ て の 兵 士 に石 を取 って 別 の

所 に置 くよ う指 図 した。 彼 は 取 り上 げ られ なか った石 の数 で死 傷 者 の数 を 判 断 した,

と(BaJIMxaHoB　 1984:325-326)%ワリハーノフ も指 摘 して い る よ うに,中 国 遠 征

に 向か った ア ミール ・テ ィム ール は途 中 の オ トラル で死 んだ の で あ るか ら,歴 史 的事

実 は この 伝説 に矛 盾 して い るが,サ ソタ シ ュ峠 の軍 事 的 重 要 性 を示 唆 す る伝 説 と して

注 目され る。

　 さ らにワリハーノフ は 追 記 して,サ ンタ シ ュの クル ガ ソに 対 す る キ ル ギズ の見 方 を

紹 介 して い る。 す なわ ち,デ ィコカ メ ンヌ エ ・キ ル ギ ズ ィ[す な わ ち,キ ル ギ ズ]は

サ ンタ シ ュの塚 を,カ ル ム ィク ・ジ ュ ンガル に対 す る勝 利 の 記 念物 と して,カ ザ フの
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ハ ソ,イ シムxaH　 H田HMの もの と して い る。 これ は よ り確 か ら しい。 イ シ ムは 実 際

に これ らの 場 所 に い て,ホ ソ タ イ ジに 打 ち 勝 った の だ か ら,と(BanvaxaHoB　 1984:

326)10、

　 5月26日 サ ンタ シ ュ付 近 の テ ユプ河 の 宿 営 に お い て,ワリハーノフ は キ ル ギ ズ の歌

い 手(ウ ル チ ュbipqbl)か ら英雄 叙 事 詩 『マ ナ ス』を 聞 いた(BaJlfixaHoB　 1984:327)。

「キ ョキ ョ トイ …　 ソ の死 とそ の追 悼 会 」(BanHxaHoB　 1985a:90-100)と い う英 雄

叙 事 詩 『マ ナ ス 』 の 一 部 分 の 内 容 紹 介 は こ の 時 の 記 録 に 基 づ く も の で あ ろ う

(Hatto　 1977:v,93-94)11も

　 6月1日,ワリハーノフ は 上 述 の族 長 ブ ラ ンパ イ の ア ウル に向 か った。 テ ユ ブ河 南

方 の ジ ル ガ ラ ン21)KvapraJiaHに 彼 の ア ウル が あ る と言 わ れ て いた が,す で に移 動 して

い て,そ こに は キ リチ ュKllnvaq(サ ー ベ ル)と い う名 の 彼 の 息子 が い た 。 そ こで 塩

入 りの チ ャイ や ク ミズKyMbl3[馬 乳 酒]で 歓 待 され,さ らに 先 に 進 ん だ 。 途 中 の ア

ウル で葬 礼 の哀 歌 を 聞 い て い る。 キ ル ギ ズ に お い ては,寡 婦 は一 年 間,声 を挙 げ て夫

の死 を 悲 しまね ば な らず,イ ス ラム教 徒 が 傍 らを通 る時,歌 わ ねぽ な らな か った の で

あ る。 コール タ[天 幕]に 懸 か っ てい た 黒 い 旗 は 死者 の年 齢 の程 度 を示 して い た。 旗 が

赤 であ れ ぽ,死 者 は若 者 で,黒 で あれ ば 中 年 で,白 で あれ ば 老 人 で あ る と い う。 ワ リ

ハ ー ノ ブは さ らに老 婦 達 と談 笑 し,ク ミズの杯 を傾 け た(Ba∬HxaHoB　 l984:331-334)。

　 一 行 の到 着 を 待 って いた 次 の ア ウル で も歓 待 され た 。 キ ル ギ ズの 住 民 た ち は彼 を 驚

か せ る願 い を 申 し出 た 。 す な わ ち,「 我 々の も とに ジ ソn)KnH(悪 魔)た ち に と りつ

か れ た不 幸 な アヤ チ ュaSl9(婦 女)が い る。 白い 骨 の 人 は そ いつ らを追 い 出す こ とが

で き る と,我 々は 聞 い た」 と彼 らは 言 い,ワ リハ ー ノ フに鞭 で その 婦 女 を 叩 い て ジ ソ

を 追 い 出す よ う求 め た の で あ る。 既 に 述 べ た よ うにワリハーノフ は カザ フの ハ ソの家

系 に属 して い た。 つ ま り,「 白い骨 の 人 」 な の で あ った 。 結 局,こ の不 幸 な若 い婦 女

は,夫 の暴 力 のた め に 気 が 狂 った よ うに な って い た だけ であ り,夫 な どへ の 説 得 で事

は解 決 した よ うで あ る。 この よ うに うろ うろ しな が ら,よ うや く夕方 に,ブ ラ ンバ イ

の も とに到 った(BanHxaHoB　 l984:333,334--335)。

　 6月2日,ワリハーノフ は ブ ラ ソバ イ の ア ウルに お い て天 幕 の中 で ク ミズや 煙 草 を

す す め られ 歓 待 され た。 諸 氏 族 や マ ナ プ[族 長]た ちに つ い て の質 問 も した。 彼 は ブ

ラ ソバ イ の も とか ら去 り,さ らに 他 の ア ウル を訪 ね た が,キ ル ギ ズの 女 性 と親 し く談

話 した り,そ の服 装 や髪 型 に注 意 を 向 け て い る(BanMxaHoB　 1984:335-340)。

　 6月3日,キ ル ギ ズ の ジ ェル デ ンn)KenAeH氏 族 の ア ウル に泊 ま り,4日 の晩 に ク

ド ゥル ゲKynypre[ク ト ゥル ガ だ ろ う]河 の と こ ろ に い た 部 隊 の も とに 到 着 した

387



国立民族学博物館研究報告別冊　 20号

(Baエ田xaHoB　 1984:341)o

　 い よい よイ ッシ ク ・クル湖 を去 る 日が や って きた。ワリハーノフ は ク ンゲ イ ・ア ラ

タ ウ山脈 を越 え る の に,チ ャ トィqaTHと い う峠 道 を た ど る こ とに した。 そ の 峠 は

危 険 で困 難 な道 で あ るけ れ ど も,一 年 のす べ て の期 間,サ ソタ シ ュ峠 が雪 の多 い 冬 に

通 れ な くな る時 で さ え,開 か れ て い る とい う(Ba皿xaHoB　 1984:　343--344)。 断 崖 沿

い の チ ャ トィの道 を苦 労 しな が ら通 って,チ リク河 の上 流 域 を 経 て,6月13日 に,良

い 夏 営 地 で あ る ジ ャ ラ ナ チ ュA)KaJiaHaq[ジ ャ ラ ナ シ ュか?]と い う高 台 に 出 た

(BanMxaHoB　 1984:347)。 そ して トゥル ゲ ンTypreH,イ ッ シ クVaccLIK,タ ル ガ ル

Tanrapを 経 て,6月15日 夜,ヴ ェル ヌ イ 要 塞 に 到 着 した の で あ る(Ba∬HxaHoB

l984:349)。

2.実 地調査の記録 と研究成果

　 この1856年 の 実地 調 査 を 中 心 とす る記 録 や 研 究 成果 は 「キ ル ギ ズに つ い て の覚 書 」

(BaJlvaxaHoB　 l　985a:7-82)と そ の付 録 「キ ル ギ ズ諸 族 の 氏族 下 位 区 分 」(BanMxaHoB

1985a:82-89)に ま とめ られ て い る。 そ の 「覚 書 」 は,全 て の キル ギ ズや キ ル ギ ズ の

住 ん で い る領 域 す べ て に焦 点 が 当 て られ てい るの で は な く,イ ッシ ク ・クル 湖周 辺 の

キ ル ギ ズ が叙 述 の 中心 に な って い る。但 し,そ の 内 容 は,天 山 とイ ッシ ク ・クル湖 沿

岸 地 域 の 自然 地理,キ ル ギ ズ の経 済(牧 畜,農 業,交 易 な ど),衣 食 住,社 会 階 層,

種 族 構 成,歴 史,言 語,文 学,宗 教,風 俗 習 慣 な ど多 岐 にわ た って い る。

　 そ の 内容 す べ て を ここ で取 り上 げ る こ とは で きな い の で,筆 者 の関 心 か ら特 に重 要

と思 わ れ る もの を 整理 して紹 介 した い。 また,網 羅 的 で は な い が,対 照 資 料 と して ラ

ドロフの記 事 に 言 及 して お く。

　 1)民 族 名 称 と領 域

　 キ ル ギ ズ の民 族 名称 につ い て注 意 せ ね ぽ な らない こ とは,周 りの諸 民族 か ら様 々 な

呼 び 名 が キ ル ギ ズに与 え られ た と い うこ とで あ ろ う。よ く知 られ て い る例 を挙 げ る と,

帝 制 時 代 の ロシ ア人 は カ ザ フ を キ ル ギズ と呼 び,そ れ と区別 す るた め に 本 来 の キ ルギ

ズを カ ラ ・キル ギ ズ[「 黒 キ ル ギ ズ」 の 意]と 呼 ん で い た12)。ワリハーノフ 自身 は た

いて い の場 合,デ ィコカ メ ソ ヌエ ・キル ギ ズ ィnMKoKaMeHHLIe　 KMprH3bl13)と い う表

現 で 本 来 の キル ギ ズを示 して い る。

　 キル ギ ズ の呼 び 名 に つ い てワリハーノフ は次 の よ うに説 明 してい る。 す なわ ち,デ

ィ コカ メ ン ヌエ ・キ ル ギ ズ ィ 自身 は単 に キ ル ギ ズKMprH3と 自称 して お り,全 中央 ア
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ジ アの ム ス リム に こ の名 で知 られ て い る。た だ キ ル ギ ズ ・カイ サ ク[す な わ ち カザ フ]

は時 折 か れ らに ア ク ・カ ル パ ク トィaK-KaJlnaKTLI(白 い 帽子 の)や カ ラKapa(黒 い)

の形 容 辞 を つ け 加 え て い る。 デ ィ コ カ メ ソ ヌエ,ザ カ メ ン ヌエ3aKaMeHHbleと い う形

容 辞 は,キ ル ギ ズ ・カイ サ クと区 別 す るた め に,ロ シ ア人 に よって 付 け られ た もの で

あ り,彼 らの 土 地 の 山 岳 的特 徴 を表 して い る。 中 国人 は ブ ル ー ト6ypyTl4)と い う名

称 を用 い,西 ブル ー トと東 ブ ル ー トに 分 け て い る,と(BaJlvaxatloB　 1985a:7)。 なお,

ラ ドロ フは 中央 ア ジ アの キ ル ギ ズ を カ ラ ・キ ル ギ ズKara-Kirgisen/Kapa-KvaprH3Llと

呼 ん で い るが,「 彼 ら 自身 は クル グスKyrgus/ク ル グズKblprL13と 自称 す る」 と述 べ,

ワリハーノフの 記 述 と矛盾 しな い(Radloff　 l　968:1-230;Pan∬oB　 1989:106,604　 note

l48)。

　 この よ うに 自称 の キ ル ギ ズ(ク ル グ ズ)と い う民 族 名 以 外 に,様 々な 呼 称 が 用 い ら

れ て きた が,本 稿 で は,こ れ ま での 行 論 と同 じ く,こ れ か ら先 も,通 常 「キ ル ギ ズ」

とい う呼 称 を 用 い て い く。

　 な お,後 述 す る よ うに,ワリハーノフ は キ ル ギ ズ[ク ル グズ]と い う名 称 が クル ク

・クズKblPK・Kbl3[「 四 十 人 の 乙女 」 の意]に 由来 す る とい う伝 承 を紹 介 してい る
。

　 キ ル ギ ズが 生 活 して い る領域 をお お まか に示 そ う。 ワ リハ ー ノ フの記 述 に よ る と,

キル ギ ズ の遊 牧 地 は イ ッシ ク ・クル か ら ヒ ッサ ー ルや バ ダ フ シ ャ ソまで,ス ザ クCy3-

aK[ア ソデ ィジ ャ ン東 方 の ス ザ クか,ト ゥル ケス タ ン北 方 のス ザ クか は不 明]か ら ア

ク ス ゥと ウチ ュ ・ トゥル フ ァンま で分 散 して い る とい う。 また,大 多 数 の氏 族(pon)

の遊牧 地 の 中心 は ア ンデ ィジ ャ ン付 近 と,北 は チ ュ ー まで の,西 は チ ル チ クqllpqMK

[タ シ ュ ケ ン トの東 北 方 に位 置 す る]ま で の,東 は ア クス ゥ,ウ チ ュ[す な わ ち ウ

チ ュ ・ トゥル フ ァ ン],カ シ ュ ガル まで の,南 は バ ダ フ シ ャ ソまで の,山 地 帯 とに あ

る と も言 って い る(BaJIHxaHoB　 1985a:7-8)。

　 彼 自身 そ の説 明 の なか で告 白 して い る よ うに,キ ル ギ ズ 自身 の 有 す る情 報 の少 な さ

や 同族 間 の地 理 的 隔 絶 ゆ えに,キ ル ギ ズ の遊 牧 地 を 詳細 に確 定 す る こ とは 困難 であ っ

た。東 は天 山 山脈 中 部 ・西 部,イ ッシ ク ・クル 湖 周 辺 か ら,西 北 は フ ェル ガ ーナ 盆 地,

チ ュー河 か ら,南 は パ ミー ル高 原,ア ム河 上 流 まで とい う範 囲 を 想 定 して おけ ぽ よい

で あ ろ う。

　2)氏 族部族的集団

　ワリハーノフ はキルギズ族を構成する集団について詳しい情報を伝えている。その

情報は,イ ッシク ・クル湖周辺で遊牧するブグゥやサルパグシュ,チ ュー河とナ リン
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河 の 間 で遊 牧 す る ソル トゥや サ ヤ ク という 集 団 に つ い て特 に詳 しい が,ま ず キル ギ ズ

族 の全 体 的 な集 団構 成 を見 て い こ う。

　 キ ル ギ ズ は右 翼(オ ン ・コルOH・Kon「 右[手]」)と 左 翼(ソ ル ・コルcon・KOπ 「左

[手]」)と に分 か れ て お り,主 要 な 氏族(pon)は タ ム ガTaMraと 言 わ れ る特 別 な し

る し と,軍 の呼 び声 ウ ラー ンYpaHl5)を も って い る とい う(Ba皿xaHoB　 l985a:40)。

ラ ドロ フも,キ ル ギ ズ はOng(右)とSol(左)の 二 つ の部 分 に分 かれ る と して い る

が,さ らに,部 族 区分Solの 圓 の 声(す なわ ち,ウ ラー ンUran)は クネ クKunekで

あ り,部 族 区 分Ongの は ジ ャ ン ・ク ラスDshan-Kurasで あ るそ うだ,と 述 べ て い る

(Radloff　 1968:1-230,534;Pa八.πoB　 1989:106,354)。

　ワリハーノフ は右 翼 に つ い ては,そ れ に 属 す る主 要 な集 団 ご との居 住 地 や 人 数 な ど

の デ ー タを 挙 げ て い るが,左 翼 に つ いて は,短 く記 述 してい るだ け で あ る。 そ れ は ボ

ロルの 渓 谷 や 高峻 なパ ミール,ア ム ・ダ リアや シル ・ダ リアの 上 流域 で遊 牧 す る左 翼

の諸 氏 族 に つ い て,十 分 な 情 報 が 集 め られ なか っ た か らで あ る(Ba皿xaHoB　 l985a:

40)。

　 な お,パ ル ト リ ド(BapTonbn　 l963:532-533)は,キ ル ギ ズ が 右 翼 と左 翼 に 分 か

れ て い る とい うワリハーノフ の情 報 を 引 用 し,左 翼 が キ ルギ ズの領 域 の最 西端 す な わ

ち タ ラ スに お け る場 所 を 占め てい る こ とか ら,「 キ ル ギ ズ は 東 西南 北 を決 め る時 に,

古 代 の テ ユル クの よ うに 東 で は な く,ま たモンゴル の よ うに 南 で は な く,北 に 向 か っ

て立 って い た」 と考 え て い る。 バ ル トリ ドの こ の結 論 は 魅 力 的 で は あ るけ れ ど も,左

翼 ・右 翼 に属 す る集 団 の分 布 を 時 間 的 経 緯 を含 め て 十 分 に 検 討 した結 果 とは 思 わ れ

ず,や や性 急 の感 は 免 れ な い。ワリハーノフ の言 うよ うに,ボ ロル の渓 谷 や高 峻 な パ

ミール,ア ム ・ダ リアや シル ・ダ リアの 上流 域 で 左 翼 の 諸 氏族 が 遊 牧 して い る の で あ

れ ぽ,西 に 向か って 左右 に配 置 され て い た とも考 え る こ とが で き る。 あ るい は ま た,

左 右翼 へ の諸 集 団 の 帰属 が あ る時 期 に 決定 され,時 代 を経 る につ れ て 集 団 の実 際 の遊

牧 地 の 変 遷 を 伴 い な が ら も(つ ま り,遊 牧 地 域 の配 置 が 変 化 して も),そ の 帰 属 自体

は 変化 せ ず に固 定 化 され た,と い う可能 性 は な い の で あ ろ うか 。

　 次 に,右 翼 に 属 す る集 団 の規 模 や 居住 地 や 特徴 を整 理 してお こ う。

　 ソル トゥco皿y氏 族(pon)は 約2万 ユル タ[天 幕]で あ り,チ ュ ー河 に 注 く・諸 河

川 沿 いや タ ラ ス河 の諸 支 流 沿 いに 夏 と冬 の遊 牧地 を も って い る。タ ムガは アイ 説(,目)

で あ り[図2],欠 け た 月 の 形 を して お り,ウ ラ ー ン は カ ラ タルKapaTaJIで あ る

(BanMxaHoB　 1985a:42)。

　 ブ グ ゥ6yry氏 族 は約1万 天 幕 であ り,テ ル ス ケイTePCKetiと 呼 ぼれ る,イ ッシ ク
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図2　 ソル トゥの タ ム ガ(BanHxaHoB　 l　985a:42)

図3　 ブ グ ゥの タ ム ガ(BaJlvaxaHoB　 1985a:43)

図4　 サ ルバ グ シ ュの タム ガ(Ba∬HxaHoB　 l985a:44)

図5　 ブ グ ゥとサ ル バ グ シ ュの タ ム ガ(Radloff　 1968:1-534)

・クル湖 の南 の谷 間 に冬 の遊牧 地 を も って い る
。 ザ ウケ3ayKe河 は彼 らの農 業 の 中心 地

で あ り,マ ナ プ[族 長]の ブ ラ ソバ イBypaH6atiの 冬 の恒 常 的 な部 落(CTova6Hme)

で あ る。 この 河 に クル ガ ン(城 壁 の あ る小 さ な町)が 彼 に よって 建 て られ,ブ ドウが

栽 培 され た 。 タ ム ガは[図3]の 形 を して お り,ジ ャガ ル・ミイn)KaraJi6atiと 呼 〃まれ

る。 ウ ラー ンは ジ ャ ン ゴラ ズX[)KaHropa3で あ る。 ブ グ ゥ6yryは 鹿 を意 味 す る。 プ グ

ゥは夏 に 中 国 の哨 所 の 向 こ う,テ ケスTeKec河,ム ザル ド ・ダ ヴ ァンMy3apn一 八aBaH

の 山地 や 高 い 谷 間 ス ィル トCblpTあ るい は サ ル ヤ ズCapblfi3に 移動 す る(BanvaxaH-

oB　1985a:42-43,84-85)。

　 サ ルバ グ シ ュcaPbl6arblUI氏 族 は1万=ル タ余 りで あ り,冬 の遊 牧 地 は クル メ トィ

1(YPMeTbl河 か ら ク ンゲ イKyHreta[イ ッシ ク ・クル湖 北 辺]の 北 谷 間 沿 い に下 流 へ,

[イ ッ シ ク ・クル]湖 の西 端 ま で,ク トィマル ドィ1くYTblMaJlnblま で で あ る。 夏 に

カ ス ケ レソKaCKelleH,ク ル トィ1(YPTbl両 河 の上 流 域 あ るい は チ ュー河 へ 去 る。 タ ム

ガ と ウラ ー ンは ブ グ ゥ と同 様 で あ る[が,タ ム ガは]区 別 す るた め に小 さ くな って い

る[図4](BaJlvaxaHoB　 1985a:43-44)。ワリハーノフ の 図示 した サ ル ・ミグ シ ュの タ

ム ガ[図4]と ブ グ ゥの タ ム ガ[図3]は 若 干 形 が 異 な るが,ラ ドロ フは 両 者 の タ ム

ガ(所 有 の しる し)と して[図5]を 挙 げ て お り,ジ ャガ ルパ イDshagalbeiと 呼 ぽ れ

る と述 べ て い る(Radloff　 1968:1-534;PanlloB　 1989:354)。 な お パ ル トリ ドは,こ

の サ ルパ グ シ ュ(「 黄 色 い大 鹿 」 の意)と 後 記 の チ ョソバ グ シ ュ(「 大 きな大 鹿 」 の意)

につ いて,天 山 に は大 鹿 は棲 ん で い な い ので,こ の 両者 の名 は サ ヤ ン山脈 の 向 こ うに

お け るキ ル ギ ズ の 在 住 の痕 跡 で あ る と考 え ね ぽ な らな い,と い う(BaPTOIIbn　 1963:

533-534)。

　 サ ヤ クcaSIK氏 族 は1万3千 天 幕 で あ り,イ ッシ ク ・クル の 南 に,ソ ソコルCOHK-

onb湖(タ ラス の上 流 域[ソ ン コル湖 は タ ラ ス河 の 上 流 で はな ぐ,ナ リソ河 支 流 の 上

流 に あ る])に,ナ リン,コ シ ュ コラ タ1(o皿KopaTa,ジ ュサ ゴルA)Kycarop諸 河 川 沿

い に遊 牧 して い る。 サ ヤ クの 各 氏族 は タ ム ガを も って お り,古 い 呼 び声 ウ ラー ンは,

391



国立民族学博物館研究報告別冊　 20号

タ ィ ラ クTaiillaK,サ ドィルCanLlpの ご とき,前 世 紀 に生 きて い た勇 士 た ちの 名 に と

って替 え られ た(BanHxaHoB　 1985a:44)。

　 チ ェ リクチqePKKgH氏 族 は 約 千 ユ ル タ,チ ョ ソバ グ シ ュqOH6arbml氏 族 は せ い ぜ

い5百 ユル タ と推 量 され る。 両 氏族 は天 山山 脈 の 南斜 面,ア クス ゥと ウ シ ュ ・ トゥル

フ ァ ン付 近 に 恒常 的 な遊 牧 地 を も って い る。 そ こは 夏 の涼 しさ と豊富 な飼 料 に よ りサ

ル ヤ ズCaPbm3谷 の名 で 最 良 の 夏 の遊 牧 地 と見 な され て い る。 両 氏族 は 「黒 い 」 オル

ダの最 も貧 し く少数 の一 族 と見 な され て い る。 チ ェ リクチ の主 要 な部 落 と耕 地 は ア ト

バ シAT6aillH,ア ル パApnaの 自然 的境 界 地 にあ る(BanllxaHoB　 1985a:44)。

　 以上 の6集 団,す なわ ち ソル トゥ,ブ グ ゥ,サ ル パ グシ ュ,サ ヤ ク,チ ェ リ クチ,

チ ョソバ グ シ ュに 加 えて,パ グ シ ュ6arbl皿,モ ノル ドルMoHoJ八 〇p,ア ドゲ ネaAreHe,

トガイTorati,バ ズ ィス6a3HCの5氏 族 が,右 翼 の 集 団 と して 挙 げ られ て い るが,詳

細 な デ ータ は な い。 この5集 団 は 左 翼 の 諸 族 とと もに シル 河 上 流 域 や コ ー カ ソ[コ ー

カ ソ ド]・ ハ ソ国 の範 囲 内 に 遊牧 地 を も って お り,風 俗 や 言 語 に お い て彼 らに[コ ー

カ ン ド ・ハ ン国 の住 民 に]似 て い る とい う(Ba皿xaHoB　 1985a:44)。

　 また ワ リハ ー ノ フは 別 の箇 所 で,オ ソ部(OTnen)[す なわ ち右 翼]の キ ル ギ ズは

サ ルバ グシ ュ,ブ グ ゥ,ソ ル トィconTbl,サ ヤ ク,バ グシ ュ,チ ェ リクgePHK,ジ ャ

デ ィ ゲルA)Ka」lvarep,モ ノル ダ ルMOHonAapと い う主 要 な 氏族 に分 かれ る,と 記 述 し

て い る(BaJIHxaHoB　 1985a:82)。

　 一 方,ラ ドロ フは 右(Ong)[右 翼]の 部 分 は6部 族(Stamm)に 分 か れ る と し,

ブ グ ゥBugu,サ ル ・バ グ シ ュSary　 Bagysch,ソ ル トゥSoltu,エ デ ィゲナEdigana,チ

ョン ・パ グ シ ュTschong　 Bagysch,チ ェ リクTscherikと い う6部 族 名,そ の遊 牧 地 域,

さ らに各 部 族 に 属 す る下 位 集 団 の 名 を あ げ て い る。 また,ブ グ ゥとサ ル ・パ グ シ ュの

一部 につ い て は
,1862年 に ロシ ア国籍 に 入 った 者 の統 計 資料(ロ シ アの役 人 が作 成)

を 引 用 して い る(Radloff　 1968:1-230-234;PannoB　 1989:106-109)。 ラ ドロ フ は,

1862年 に カル カ ラ河 で ブ グ ゥ族 と 出会 い,1864年 に ソル トゥを訪 ね,ロ シア征 服 か ら

5年 後 の1869年 に は サ ル ・パ グ シ ュ と ソル ト ゥを 訪 ね て い る(Radloff　 1968:1-526,

527,533;PannoB　 1989:348,353)。 ラ ドロ フの情 報 は 主 と してそ れ らの旅 行 に お い て

収 集 され た もの で あ ろ う。 彼 が1864年 に ソル トゥを 訪 ね た 時,役 人 た ち は彼 に,ロ シ

ア人 に よる最 終 的 な征 服 の の ち キ ル ギ ズは ユ ル タ[天 幕]の 設 営 を 変 え,カ ザ フ と全

く同様 に ア ウル に分 か れ は じめ た,と 語 った とい う(Radloff　 1968:1-527-528;Pann-

OB　1989:348)。 これ が キ ル ギ ズ遊 牧 民 の集 団 組 織 に何 らか の影 響 を 与 え た の で あれ ぽ,

ワリハーノフの 伝 え る情 報 は,変 化 前 の もの と して貴 重 で あ る。
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図6　 地 図(BaJ;lixaHoB　 1985b:256と257の 間 の 地 図 に 主 と して 依 拠 す る)
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　 次 に 左 翼 の 構 成 を 見 る 。ワリハーノフ は4つ の 主 要 な 氏 族(pon)と し て サ ル ゥ

capy,ク トチ ェKyTqe,ム ン ド ゥズMyHny3,キ タ イKblTataを 挙 げ て い る(BanvaxaHoB

1985a:44)。 さ ら に,別 の 箇 所 で は,ソ ル 部[左 翼]の キ ル ギ ズ は 多 数 の 氏 族 に 分 か

れ,そ の な か で 有 名 で 主 要 な 氏 族 は サ ル ゥ,ク シ ュ チKY田qH,モ ソ ド ゥ ズMOHny3,キ

タ イ,キ プ チ ャ クKHnqaK,ア ドギ ネamvaHe,ナ イ マ ソHataMaHで あ る,と 述 べ て い る

(BaJIHxaHoB　 1985a:82)。 ま た,別 の 箇 所 で は,バ ズ ィ ス6a3Hc,ア デ ィ ギ ネ

aπHmHe,ジ ェ デ ィ ゲ ルn)Kenvarep,バ グ シ ュ6aFburl,ト ゥ ソ ガ タ ルTyHraTap,ク シ ュ チ

ュKymqy,サ ル ゥ,キ タ イ が ソ ル ・キ ル ギ ズ と し て 挙 げ ら れ て い る(BanHxaHoB

1985a:89)o

　 こ の よ うな 左 翼 に 属 す る諸 氏 族 との 統 属 関 係 は 不 明 で あ る が,コ ー カ ソ[コ ー カ ン

ド ・ハ ソ 国]の 範 囲 内 で 遊 牧 し て い る ソル 部 の15の 分 派(nOKOIIeHlle)の 名 称 が そ れ

ぞ れ の 活 動 地 域 と と も に 列 挙 さ れ て い る(Ba皿xaHoB　 l985a:44-45)。 そ の 名 称 と 活

動 地 域 は 次 の 通 りで あ る。

1)ボ レ60pe-一 ウ シ ュyrl[オ シa]

2)ム ン ド ゥ ズ 　 ア ズ レ ト ・ア ユ ブA3peT-AH)6(コ ー カ ン[コ ー カ ン ド]の 東

　 　 方)

3)ケ セ クKeceK一 ア ウ シ ラ トAyI皿paTと マ ル ゲ ラ ソMaprellaH[マ ル ギ ラ ン]

4)ビ ョル ゥ66py一 ナ ウ カ トHayKaTと ウ チ ュ ク ル トYqKypT(マ ル ゲ ラ ソ の 東

　 　 方)

5)ク ィ ド ィ ル チKblJlblpqH

6)テ ィ イ トTHHT一 ウチ ュ ク ル トの 北 方

7)ト ゥ ヤ リ ャ スTy朋 ∬c　 　 シ ャ フル ハ ン 皿【axpxaH[シ ャ フ リハ ン](ア ン ジ ャ

　 　 ンAHn)KaH[ア ソ デ ィ ジ ャ ン]と マ ル ゲ ラ ン の 間)

8)ブ ス タ ン6yCTaH一 同 上

9)ア ル ダ イap八ah一 リ ョ フ シ ャ トJlexmaT(タ フ ト ・ス レ イ マ ソTaxT-Cyne-

　 　 tiMaHと ア ン ジ ャ ン の 間)

10)ム ニ ャ クMyHπK　 　タ シ ュ ・ア タTa田 一ATa

11)バ グ シ ュー ブ ラ ク バ シBynaK6ai皿(タ シ ュ ・ア タ の 上 流 で シ ャ フ ル ・'ソ に

　 　 流 入 す る 河)

12)チ ョ ンバ グ シ ュー ハ ソ ア ル イ クXaHaPLIK

13)カ ン グル イKaHrnLl一 ア シ ャ ケAiUflKe[編 者 注 に よ る と,よ り正 確 に は ア ッ
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　 　 サ ケAccaKe](マ ル ゲ ラ ソ と ア ン ジ ャ ソの 間)

14)タ ル ィ チTaPLigva

15)ブ イ ダ イ チ ュ6y加a伽 一 ス ザ クCy3aK(ジ ャ ラ ー ル ・ア ー バ ー ド 八)Kanan-

　 　 A6anの 南 西)

　 この 中に バ グ シ ュや チ ョンバ グ シ ュの 名 が 見 え るが,右 翼 に属 す る氏 族 と して挙 げ

られ た 同名 の 集 団 との関 係 が ど うな る のか,ワリハーノフ は何 も記 して い な い。た だ,

これ ら15の 分 派 は コー カ ソの住 民 との不 断 の 交 際 に よ りウ ズベ クの影 響 に 屈 して,民

族 的特 質 を失 い,習 慣 に お い て も言 語 に おい て も完 全 に ジ ャガ イn)Karata[編 者註 に

よ る と,多 分 ジ ャガ タイ]の テ ユル クた ちに 似 て い る とい う(BaJIHxaHoB　 l985a:45)。

ジ ャガ タ イの テ ユル ク とは チ ャ ガ タイ人 の意 味 で,西 トルキ ス タ ンの定 住 民 を 指 して

い るの で あ ろ う。

　 ラ ドロフは 左 翼 に つ い て,右 翼 よ りもは るか に 少数 で あ り,タ ラス河 で遊 牧 して お

り以下 の諸 族 よ り成 る とい う。 す な わ ち,サ ル ゥSaru,ベ シ ュ ・ベ レ ソBesch　 Beran,

ム ソ ドゥスMundus,テ ヨ ソテ ヨ リュプT6ngt6rUp,ク チ ュKutschu,キ ュル キ ュ レ ソ

KUrkUren,イ ェテ ィ ゲ ソJetigan(Radloff　 1968:1-231;Pa八JloB　 1989:107)。

　ワリハーノフ は キ ル ギ ズ の活 動 して い る領 域 を概 観 しな が ら次 の よ うに 記 して い

る。

　 大 多 数 の氏 族 の遊 牧 地 の 中心 は ア ソ ジ ャ ソ[ア ソデ ィ ジ ャ ン]付 近 と,そ こか ら北

は チ ューま で,西 は チ ル チ クま で,東 は 中 国 の ア クス ゥ,ウ チ ュ[・ トゥル フ ァ ン],

カ シ ュガル の町 ま で,南 は バ ダ フシ ャ ンまで広 が る山地 に あ る。キ ル ギズ の オ ソ部[右

翼]の 大部 分 と ソル部[左 翼]の 全 て と 「ウ トゥズ ・ウ ウルYTY3　 YYJI」16)の 名 で知

られ る諸 氏族 がそ こ で遊 牧 して い る。 小 ブハ ー リア[す な わ ち東 トル キ ス タ ソ]の 中

で カ シ ュガル,ア クス ゥ,ト ゥル フ ァ ン 〔す なわ ち ウチ ュ ・ト ゥル フ ァ ン]付 近 で チ

ョソ ・バ グ シ ュ(ア クス ゥ),チ ェ リク(ウ シ ュ[す な わ ち ウチ ュ ・ トゥル フ ァ ソ]),

ナ イ マ ン(カ シ ュガ ル)が 遊牧 して い る。 サ ル コル(パ ミール)で は ナ イ マ ン とキ プ

チ ャ ク とい う氏族 が遊 牧 して い る。 タ ラス とチ ュー沿 いに 遊 牧 す るサ ヤ クと ソル トゥ

は し ぼ ら く前 か ら コ ー カ ソ ド人 に[文 化 的 に]非 常 に 近 くな っ た(BanllxaHoB

l985a:8-9)o

　 さ らにイ ヅシ ク ・クル湖 周 囲 の地 理 的 概 観 の と ころ で も,そ こで 活動 す る キル ギ ズ

の 諸集 団に つ い て 次 の よ うな記 事 を残 して い る。 イ ッ シ ク ・クル の 地 で ブ グ ゥ氏 族,

サ ル パ グ シ ュの 一部,サ ヤ クが 冬 営 す る。 ソル トィは チ ューに,パ グ シ ュは[ウ チ ュ
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・]ト ゥル フ ァソとカ シ ュガル の間 に ,チ ェ リクとサ ヤ クは ア トバ シに遊牧 してい る。

ソル部 の全 ては,南 はバ ダ フ シ ャ ンまで広 が っ てい て,ナ リソ河 とチ ル チ ク河 の流 域

と山地 を 占 め て い る。 ブ グ ゥ氏 族 は 夏 の遊 牧 地 と して,カ ル カ ラ1くaPKapaの 山地 ーま

で や,中 国 の イ リの 山上,テ ケス 河 まで 入 る(BanHxaHoB　 1985a:10)。

　 ワ リハ ー ノ フは さ らに 「キル ギ ズ諸 族 の氏 族 下 位 区分 」(BaJlzxaHoB　 1985a:82-89)

に お い て イ ッシ ク ・クル湖,チ ュー,タ ラス,ナ リソ諸 河 川 で遊 牧 して い る諸 氏族 に

属 す る集 団 の小 区 分 を列 挙 し,ユ ル タ(天 幕)の 数,現 在 の支 配 者,遊 牧 地 な どの細

か い デ ー タを 記 録 して い るが,こ こで は取 り上 げ な い。

　3)口 頭伝承

　ワリハーノフ はキルギズの間で伝えられている口頭伝承を記録 している。右翼と左

翼の由来,キ ルギズの出自,イ ッシク ・クル湖出現とい う三つの伝承を彼の記録によ

り整理 しておこう。

　 a)右 翼 と左 翼 に つ い て の伝 承

　 最 初 の族 長 キ ル ギ ズバ イKHprH36atlに は ア ク ・ウ ウルAK-yyn(白 い 男 児)と い う

た だ一 人 の 息 子 が あ った 。 あ る伝 承 に よる と,ア ク ・ウ ウルに は 二 人 の 息子 一 ア ブ

ルA6H(A6bmと も書 く。 ア ベ ルABe∬[ア ダム とイ ヴの子])と カ ビルKa6vail(カ

イ ンKaHH[ア ダム とイ ヴの子 で,ア ベ ル の 兄])一 が いた 。 別 の伝 承 に よれ ば,

ア ブ ル と カ ビル は ア ク ・ウ ウル か ら直接 では な く,あ る親 等 を へ て 出 自 した。 ア ブル

の子 孫 は 右 翼 を な し,カ プル の 子 孫 は左 翼 を な して い る。

　 ア ブ ル の 孫 タ ガ イTaraiiは 年 長 の 妻 か ら三 人 の 息 子,す な わ ち ボ ゴア ル ス タ ソ

BoroapcTaH,コ イ ラ ンKo伽aH,キ ル ジ ルKMnn)KMpを 持 ち,二 番 目の妻 ・他 国者 か ら

一 人 の息 子 カ ラチ
ョラKapaqopaを 持 った 。 一 番 目の 息子 か ら ソル トィが 由来 し,二

番 目は ジ ャデ ィ ゲル の族 長(POAOHaqaJILHIIK)で あ った。 三 番 目の 息子(キ ル ジル)

の二 人 の息 子 一 ウ ラ ズバ ク トィYpa36aKTblと ダ ウ レス 八aynec-一一一か ら プ グ ゥと

サ ルバ グ シ ュが 由来 し,最 後 の カ ラチ ョラか らサ ヤ クが 由来 した 。

　 伝 承 は,タ ガイ に よって養 子 に され た二 人 の族 長 　 　 そ の一 人 は彼 の甥 で,モ ノル

ダル族(KO"eHO)の 父 とな り,も う一 人 は チ ェ リクチ分 派(llOKoneHvae)の 族 長 で あ

る奴 僕 　 　 も タ ガイ の家 族 と して い る(BanHxaHoB　 l985a:40-41)。

　 この 伝 承 の 中 で注 目され る の は,右 翼 の祖 と され て い る ア プル の孫 タ ガイ で あ る。

タ ガイ の 子孫 お よび養 子 か ら,ソ ル トィ,ジ ャデ ィ ゲル,ブ グ ゥ,サ ルパ グ シ ュ,サ
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ヤ ク,モ ノル ダ ル,チ ェ リクチ とい う集 団 が 出 自 した とい うこの伝 承 は 右 翼 の グル ー

プ分 け を示 して い る と考 え られ る。 そ れ らの集 団 は,前 節 で 見 た よ うに 右 翼 の集 団 と

して 挙 げ られ て い る。 タ ガイ も右 翼 の 集 団 の一 つ と して挙 げ られ て い るが,こ の伝 承

か らすれ ぽ,そ れ らの集 団 の上 位 グル ー プ名 と考 え る こ とが で き よ う。

　 (HCAK　 l963:175)に よる と,19世 紀 の キ ル ギ ズに お け る氏族 部 族 的構 造 は,そ

れ 以 前 の 時 代 と同様 に複 雑 で あ った が,右 翼 は タ ガイ,ア デ ィギ ネ,ム ング シ ュの3

分 支(BeTBb)に 分 か れ,タ ガ イ分 支 に13部 族(HneMfi)が 属 して い る。 そ の13部 族

の 中 に,上 の 伝 承 の ソ ル トィ(ソ ル トconTO),ジ ャ デ ィ ゲ ル(ジ ェデ ィ ゲ ル

)KenMrep),ブ グ ゥ,サ ル パ グ シ ュ,サ ヤ ク,モ ノ ル ダル(モンゴル ドルMoqonnop),

チ ェ リクチ(チ ェ リクqep"K)が 含 まれ て い る。

　b)キ ル ギ ズ の 出 自に つ い て の伝 承

　 キ ル ギ ズは 異 口同 音 に赤 い犬 を 自 らの先 祖,父 と考 えて い る。 赤 い犬(ク ズ ル ・タ

イ ガ ンqi'zil　taygan,　Kll3van・TallraH),ま さ に赤 い ボ ル ゾイ犬17)を 自分 の 祖 先 と考 え て

い る とい う(BannxaHoB　 1985a:46,54,65)。 こ の奇 妙 にみ え る,祖 先 につ い て の彼

らの考 え は次 の よ うな 言 い伝 え に基 づ い て い る。

　ワリハーノフ は まず,本 来 の修 正 され て い な い伝 承 を 記 して い る。 す な わ ち,あ る

ハ ソの娘 は40人 の乙 女 の 召 し使 いを 伴 って遠 くへ 散 策 す る習慣 が あ った 。 い つ もの散

策 か ら帰 っ てみ る と,ア ウル[遊 牧 キ ャ ソ プ]の す べ ては 敵 に壊 され て いた。 彼 女 ら

は ア ウル の場 所 に 一 つ の生 きて い る もの一 赤 い犬 を発 見 した。 王 女,40人 の女 召 し

使 い はた だ 一 つ の 男 性 の誘 惑 　 　赤 い 犬 を仲 間 に もって い て,母 と な った 。40人 の乙

女 の子 孫,ク ル ク ・クズKLIPK　 KLI318)は そ の婦 人 の数 に よ りキ ル ギ ズの 民 と呼 ばれ る

よ うに な った(BanHxaHoB　 1985a:46)。

　ワリハーノフ は 続 け て,こ の伝 承 に つ い て の 注釈 を記 して い る。 す なわ ち,あ る者

た ち はつ ぎ の よ うに 言 って い る。40人 の 乙 女 の 中 に,女 の 服 装 を した,王 女 の お気 に

入 りの若 い人 が いた 。彼 は最 も親 しい 親衛 兵 で あ り,王 の 踵 や他 の興 奮 しやす い とこ

ろ を マ ッサ ー ジ す る 人(?meKoTaTenb)の 任 務 を 遂 行 し た,と(BanMxaHoB

1985a:46)。

　 さ らに,つ い 最 近 に生 まれ た 別 の 込 み 入 った説 明 と して 次 の よ うな言 い伝 え が記 録

され て い る。 す なわ ち,昔 々 マ ンス ールMaHcypと い う名 の デ ル ヴ ィー シ ュ ・デ ィー

ヴ ァー ナnePBMm・nMBaHaが い て,・ ・ラー ルXaJlaJILと い う名 の 純潔 の妹[ま た は 姉]

が い た。 神 の偉 大 さに魅 せ られ た き ょ うだ い は独 居,斎 戒,祈 疇 に 日々を過 ご した。
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　妹[ま たは姉]は より神聖さをそなえていて,楽 園の甘美な飲み物のことのために,

弱い身体 と心を強化しつつ,天 使 との,魂 を救済する対話に夜を過 ごした。隣人たち

は,熱 狂したハラールの夜の失踪に気づき,た ぶらかされた乙女が同様な行状をした

時にいつもそうであるように,け しからぬ結論を出した。

　噂が じきに兄[ま たは弟]の 耳に入った。彼は噂を信 じなかったけれども,「細心

さは妨げにならない」とい うコーラソの言葉に従 って妹[ま たは姉]の あとをつけ,

楽園の甘美な飲み物を飲んだ天上の住人たちの集 まりの中に彼女を見付けた。天使た

ちは彼に楽園の甘美な飲み物の杯を進めた。ハラールは兄[ま たは弟]の 極めて熱狂

しやすい性格を知っていて反対 した。 しかし兄は飲み,妹[ま たは姉]が 予感してい

たようになった。

　マンスールは人々を忘れ,自 分を忘れ,放 浪者の長杖をとり,頭 に白鳥の外皮を被

って(托 鉢僧(フ ァキール(1)aKllp)た ちの不可欠な特徴),ア ッラーの名を口にして

眼の向いた所に赴いた。マソスールは多 くの土地や町を通 り過ぎ,(コ ーカソ[コ ー

カソド])の アンジャソAHA)KaH[ア ンディジャソ]の 町に現れた時,多 くの年月が

経っていた。町には疫病と飢餓があった。町の住民たちはマソスールを見て,妖 術者

として,自 分たちの土地の全ての災難の原因となった人として捉え殺 した。

　マンスールは死に際に,た だ一つの遺言をした。友人の汚い奴タシュチャTa皿qa

に向かって言った。「人は世のため子孫のために何かをしなければならない。それは

人の責務である。私は生涯で何 もしなかった。私の身体を持っていき焼いて湖に投げ

込め。そこでかのタクディールTarnblp(運 命)が 実現 され よう。」タシュチャは実

行 した。湖は波立ち,泡 立ち始めた...,すべて静まった。ただ波が打ち上げた,白 い

天幕の形の泡が残った。

　ハソの娘が40人 の乙女 ・女官を伴にして岸を散策 していた。王女は白い泡を発見 し,

好奇心を起 こして,そ れを指にとって味をみるために口に入れた。40人 の乙女 も同じ

ことをした。

　 しか し数 ヶ月後に彼女らが特別な理由なしに妊娠 した時,彼 女らの,そ して彼女 ら

の父親の驚 きを想像 してごらんなさい。父親たちは娘たちをひどく疑い,非 難すべき

行状の姦通者(?npenro60nellll)と してチュー河の向こう,北 方のステップに追い

出した。40人 の乙女は王女を自分たちの不幸の張本人 と見なして非難 し始め,王 女は

一頭の弱々しい雌馬に乗 って女友達から北へ逃げなければならないことになった。

　赤い犬がどこから彼女のあとをついて来たのかは分からない。3人 の兄弟(キ ルギ

ズ[こ こではカザフを指す]の 三つのオルダの祖先)が ステップでこの美女を見つけ,
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そ の一 人 が彼 女 と結 婚 した。 父 が 死 ん だ時,子 供 た ち は遺 産,家 畜 を分 割 す る こ とに

な った 。40人 のキ ル ギ ズ の乙 女 に 因 ん で キル ギ ズKllprH3と 呼 ぽ れ る,海 の 泡 か らの

賜 物[た る子]は,年 長 と して よ り多 くの物 を 持 つ こ とを望 んだ 。 人 間か ら生 まれ た

他 の 子 供 た ち は,そ の 厚 か ま し さ に 怒 っ て,父 親 は 誰 か と尋 ね た。 キ ル ギ ズ バ イ

KHprH36atiは 返 答 で き なか った。 兄 弟 た ちは,彼[キ ル ギ ズ バ イ]の 母 が 自分 た ち

の父 と結婚 生 活 を す る前 に一 匹 の犬 とのみ 隣 り合 って[暮 ら して]い た こ とを ほ の め

か し,彼 に父 と して赤 い犬 を紹 介 した。 兄 弟 た ち は 要求 の不 公 平 さを証 明 して,千 頭

の うち47頭 の馬 を 彼 に与 えた 。

　 キ ル ギ ズバ イは ア ンジ ャ ソに逃 げ たが,年 長 た る こ との 自負一 彼 はそ れ を,馬 勒

と ク ミス[馬 乳 酒]の か も し杵 を 母 の ユ ル タ[天 幕]か ら盗 む こ とに よ り証 明 し

た 一 を捨 て なか った。 ス テ ップに住 む 人 々の 考 え で は,馬 勒 とか も し杵 は 年 長 た る

こ との 象徴 であ る。

　 この キ ル ギ ズか らキ ル ギ ズの民 が生 じた 。残 って いた40人 の 乙女 か ら,現 在 ア ンジ

ャソの 向 こ うコ ー カ ンの方 に 住 む オ トゥズ ・ウ ウル ・イ チ ュキ リクOTy3-YYII　 MqKllHK

の民 が生 じた(BaπHxaHoB　 1985a:46-48)。

　 この込 み 入 った伝 承 の 中に,我 々 は容 易 に イ ス ラム神 秘 主 義(ス ー フ ィズ ム)の 要

素 を 見 いだ す こ とが で き る。 「デル ヴ ィー シ ュ ・デ ィ ー ヴ ァー ナ」 とは,「 托鉢 僧 」 と

い う意 味 に解 され る。 ま た デ ル ヴ ィー シ ュ ・デ ィー ヴ ァー ナた る マ ソス ール は,「 人

々を忘 れ,自 分 を忘 れ,放 浪 者 の長 杖 を と り,頭 に 白鳥 の外 皮 を被 って,ア ッラー の

名 を 口に して 眼 の 向 いた 所 に赴 い た」 とい う。 白 鳥 の外 皮 を被 る こ とが 托 鉢僧(フ ァ

キ ール)た ち の不 可 欠 な特 徴 であ る とい う ワ リハ ー ノ フの注 記 の正 否 は判 断 し難 い が,

長杖 を手 に 放 浪す る そ の姿 は,土 俗 的 な ス ー フ ィー(神 秘 家)を 想 起 させ る ので あ る。

　 伝承 の最 後 に ま とめ られ て い る所 か ら判 断す れ ば,こ の伝承 の語 り手 の キ ル ギ ズ に

と って,そ の 始祖 は キ ル ギ ズバ イ で あ り,40人 の 乙女 は 別 の民 の始 祖 であ ろ う。 そ の

別 の 民 とみ な され る オ トゥズ ・ウ ウル ・イ チ ュキ リク とは 何 で あ ろ うか。(HCAK

l963:175)に よる と,19世 紀 の キ ル ギ ズ の氏 族 部 族 的 構 造 お い て,諸 部 族 は 全 体 で

三 つ の グル ー プ を形 成 した 。 す な わ ち,右 翼 と左 翼 とイ チ ュキ リクMqKHnllKと い う

三 グル ー プで あ り,右 翼 と左翼 は オ トゥズ ・ウ ウル,つ ま り30人 の息 子 と呼 ばれ た。

そ れか ら考 え れ ぽ,伝 承 の オ トゥズ ・ウ ウル ・イ チ ュキ リクは キ ル ギ ズ族 全体 を指 す

もの で なけ れ ば な らない 。 そ うで あ るな らば,キ ル ギ ズバ イ を始 祖 とす るの は,キ ル

ギ ズ の 中の あ る集 団 のみ な の で あ ろ うか 。 いず れ に して も,こ の伝 承 には い くつか の

モチ ー フが 絡 み合 っ てい る よ うに思 わ れ る。
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　c)イ ッシク ・クル湖出現についての伝説

　最後に,ワリハーノフ が調査 したキルギズの住地に密接な関わ りを持つイッシク・

クル湖について民衆に伝わる次のような話を見てみよう。

　現在イッシク ・クルである所にかつて,豊 かな町まちのある広々とした平原があっ

た。その異教徒のハソの一人は高齢になっても子がなかった。彼は ロバの姿でも良い

から息子を下さいと神に祈 った。その祈 りは聞きとどけられた。彼の妻の一人は,彼

女に非常な注意を払 うロバに出会った。スルターソの妃も運命の測 り知れぬ意思によ

り,長 い耳を したやさ男に不思議な優しさを感 じた。密通が始ま り,男 の子がその結

果であった。年老いたハンは,つ いにキ ョク・タソルKOK　 TaHPbi[編 者注によると,

蒼天一 神]が 後継者をつかわ した と,歓 喜 し,急 いでその子を見た。ハ ンは赤ん坊

のラッパ型の長い顎や長いロバの耳にも驚かなかった。

　赤ん坊は成長し,父 の死後ジャンベク 瓜)KaH6eKの 名でハソとなった。君主たる彼

は賢明で公正であったが,自 分の長い耳を隠したいという欲求のために,意 に反 して

予防手段を取らざるを得なくなった。帝王の頭をきれいにした床屋はみな,自 分の家

に戻らなかった。床屋たちの不可解な失踪は民衆を恐怖におとしいれ,誰 もこの職業

に就くのを望まなかった。ハンは犠牲者を選ぶために,く じを引かねばならなかった。

　ある老人の一人息子に くじが当たるまでに,多 くの年月が過 ぎ,多 くの民が非業の

死を遂げた。運命づけられた若者は特別な技術で剃 り始め,一 瞬のうちに仕事を終え

た。ジャンベクは若者の剃 り方が とても気に入った。ハソはこの血まみれの遊びを終

わ りにすることを固 く決意し,自 分の秘密を若い理髪師に伝え,自 分の大臣に した。

　一つの茶わんからクミズ[馬 乳酒]を 飲み,一 つの皿からピラフを食べるほど,ハ

ソは大臣と仲が良かった。しかし大臣は高慢 とな り,自 らを滅ぼした。ハソは鷹狩 り

が好きであ り,大 臣は同行し,二 人 とも鷹をもっていた。大臣の鷹はハンの鷹を追い

抜いて白鳥を捕らえた。喜びのあま り高慢な気持ちにとらわれた大臣は,我 を失って

叫んだ。「私の鷹は,ロ バの頭のハソ,ジ ャンベクの鷹よりも良い」。居合わせた民衆

は,何 故ジャソベクが床屋たちの命を奪い,迫 害するようになったのかを即座に理解

した。ジャンベクは赤面 し,大 臣を殺せと命令できただけで,自 分の宮殿に逃げだ し

た。その間に大臣は我にかえって自分の状況を知 り,山 地へ逃げた。 この時からジャ

ソベクはロバの耳とあだ名された。

　大臣は長い間,山 地を放浪 して夜にだけ町を訪ねていた。ある夜,町 のなかにある,

金の蓋のついた王の井戸のもとに来た。彼はその井戸から水を飲んだ昔のことを思い

出 し,自分の大臣職を回想 し,町 の住民を恩寵に値 しない不信心者として捉えるよう,
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声 高 に 神 に祈 りだ した 。 ア ッラーは 堕 落 と不 信仰 の故 に,こ の町 に 対 して 立腹 した。

クプ ・オ リャイ ・クプKyn　 OPflti　Kyn!(か くあ れ!)と ア ッラーは 言 った 。井 戸 か ら

水 が 巨 大 な 柱 で 噴 き 出 し,一 夜 で 町 に 湖 　 　イ ッシ ク ・クル湖 が で きた(BanllxaH-

oB　1985a:26-27)。

　 この 伝説 の背 景 には,沿 岸 の町 ま ちを 破 壊 した地 震 が あ る。 強 い暴 風 の とき種 々 の

日用 家 財道 具 が湖 か ら打 ち上 げ られ る。 そ れ は この伝説 の正 しさを 民 衆 に よ りよ く確

信 させ て い る とい う(BaJllixaHoB　 1985a:27)。

　 ロバ の頭 の ハ ソ,ジ ャ ンベ クは キル ギ ズ の祖 先 では な く,カ ザ フ民 族 の ハ ソ家 の始

祖 で15世 紀 半 ぽ の人,ジ ャー ニ ー ・ベ クに 当 た る ので あ ろ うか 。 また,そ の大 臣 とい

うは,キ ル ギ ズ民 族 の人 な の で あ ろ うか。ギ リシア神 話 に見 え る ミダ ース王 の一 節(呉

1969:上 一315-316)に 似 た,こ の 「王 様 の耳 は ロバ の耳 」 の伝 承 に は,キ ル ギ ズ族 以

外 の民 族 に も関 わ る問題 が含 まれ て い る よ うに思 わ れ る1暁

　 4)農 業

　ワリハーノフ の キル ギ ズ につ いて の 調査 報 告 を読 ん で い て意 外 に 思 われ る事 は,キ

ル ギ ズ がか な り農 業 を お こ な って い る とい う事 実 で あ る。 我 々は キ ル ギ ズ を 山岳 地 の

遊 牧 民 と して の み 想 定 しが ち で あ る が,農 業 の側 面 に も注 意 を 向 け る必 要 が あ ろ

う20もワリハーノフ の報 告 を整 理 してお こ う。

　 イ ッ シ ク ・クル 湖 は デ ィ コカ メ ン ・オ ル ダ[す な わ ち,キ ル ギ ズ の こ と]の 冬 営地

にす ぎな い。 彼 らは そ こに穀 物 を 播 種 し,そ の収 穫 まで,家 畜 が 蚊 や うま あぶ に 煩 わ

な い涼 しい谷 間 に 去 る。 ジ ル ガ ラ ンか らア クス ゥAKcyと ク ズル ス ゥK3bincyま で ブ

グ ゥが 暮 ら し,サ ル バ グシ ュが 北 を 占 め る。 ジル ガ ラ ソ河 の流 域 は飼 料 の面 で 最 良 の

場 所 とみ な さ れ て お り,家 畜 群 の 冬 営 地 と して 大 切 に さ れ て い る(BanHxaHoB

1985a:10)。

　 デ ィ コカ メ ソヌイ ・キ ルギ ズ ィ[す なわ ち,キ ル ギ ズ]は[シ ル ダ リア河 の]諸 水

源 や ア トパ シに お い て豊 か な 耕 地 を 持 って い る(Ba皿xaHoB　 1985a:20)。

　 [イ ッシ ク ・クル 湖沿 岸 で は]穀 物 は40倍 で き るが,四 か 月 で十 分 で あ る[カ ザ フ

の]大 オル ダ よ りも,遙 か に 遅 く成熟 す る(BanHxaHoB　 1985a:24)。

　 テ ル ス ケイ 沿 い の[イ ッシ ク ・クル]湖 沿 岸 は[農 業 に]最 良 の場 所 とみ な され て

い る。 サ ル バ グ シ ュは 北 斜面,ク ル メ トィ1くypMeTblか ら ケル セ ンギ ル1くepceHmp

ま で耕 地 を も って い た(BaJIHxaHoB　 1985a:25)。

　 キル ギ スは 穀 粒 を蒔 く,そ して遊 牧 民 が この 生産 物 を必 要 と して い る ので,大 量 に
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で あ る。 小 麦 の穀 粒[1]カ ブKan[編 者 注 に よる と,袋]は10カ ブの 収 穫 を もた ら

す 。 ブ グ ゥ氏族 の全 キル ギ ズ は毎 年 約1万5千 カ ブの種 子 を蒔 く。 彼 らは主 と して小

麦,大 麦,黍 の種 を蒔 く。 黍 か ら酒が 造 られ,酒 か らは ウオ ッカが 造 られ る。 ア クス

ゥ河 沿 いに バ ル ス カ ウ ソBapcKayHま で と トィチ ュカ ソTblqKaH河 まで の 南 の 谷 間 は

耕 地 よって 占め られ てい る。 そ この全 て の小 川 に は水 車 が 備 え られ てい る。 ブ グ ゥの

マ ナ プ,ブ ラ ンバ イBypaH6ailは,ブ ドウ ・杏 ・林 檎 ・桃 ・梨 そ の他 を 植 え た 果樹 園

を設 け,菜 園 を も設 け た が,そ れ らは全 てサ ル バ グシ ュの 内証 的掠 奪 に よ り,駄 目に

な っ た 。 こ こ で の 畑 地 の 灌 水 方 法 は 中 国 西 部 や コ ー カ ソ と 同 じ く,灌 概 で あ る

(BaJlllxaHoB　 l985a:33)。

　 穀 物 が40倍 の収 穫 を もた らす とい うのは 信 じ難 く,そ の種 類 を知 りた い が,こ れ ら

の情 報 は キ ル ギ ズ の生 活 様 式 を考 え る上 で貴 重 な材 料 とな る で あ ろ う。 灌概 の 方 法 や

設 備 が どの よ うな もので,ど れ くらい普 及 して い たか な ど,今 後 の追 求 す べ き課題 で

あ る。 いず れ に して も,キ ル ギ ズ の遊 牧 生 活 と農 耕 との関 係 の再 吟 味 を 迫 る情 報 で あ

ろ う。

　 ラ ドロフ も簡 単 に キル ギ ズ の 農 業 につ いて 言 及 して い る。 す なわ ち,農 業 は カザ フ

に お け る よ りも広 く黒 キル ギ ズ に 普及 してい る。彼 らは よ り入 念 に土 地 を 耕 作 し,平

均 して 約10-15倍 の穀 粒 を収 穫 す る。 畑 は人 工 的 に灌 概 され ね ぽ な らな い。 ふ つ う黒

キ ル ギ ズの 灌概 作 業 は カザ フ よ りも入 念 にお こなわ れ る。 ブ グ ゥは 主 と して テル ス ケ

イ,キ ュソ ゲイKUngai,ト ゥイ カ ルTuikalの 湖 の岸 辺 に 畑 を 持 ち,サ ル ・バ グ シ ュ

は キ ュル メ トKUrmet河 とキ シ ンギ ルKissinggir河 の間 に 畑 を 持 つ。 黒 キ ル ギ ズは 小

麦,大 麦,幾 種 類 か の黍 の種 を蒔 く。馬 の飼 料 と して 大麦 と特 別 な種 類 の 黍 を 用 い る。

黒 キ ル ギ ズ は黍 か ら ビ ール の よ うな もの(ブ ズbusu/ブ ザ6y3a)を 用 意 し,そ れ か

ら ブ ラ ソデ ーを蒸 留 して冬 に 飲 む(Radloff　 l968:1--528;PannoB　 1989:349)。

お わ り に

　ワリハーノフ によるキルギズについての博物学的な調査研究を,筆 者の興味に従っ

て整理 してきたが,い まだ不分明な箇所は多 く残っている。例えば,そ の記録に出て

くるこまかな地名の中には,筆 者が利用 し得た地図上に同定できないものも多い。ま

た,彼 の報告の全てが正 しいかどうか も,同 時代の現地語史料や清朝の記録などの資

料により検証していかねばならない。 しか し,本 稿で紹介 したように,彼 の多方面に

わたる記述が,我 々のキルギズ人理解に多 くの寄与をなすことは疑いないであろう。
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そ して,未 だ正当に評価されていない中央アジアにおけるキルギズ民族の歴史的意義

・役割の検討に種々の材料を提供 しているのである。

　彼のキルギズ研究がイ ッシク・クル湖を中心 とする地域をフィール ドとしておこな

われたことも,そ の価値を高めていると思われる。古来,東 西南北の交通路が交差 し

たこの地域は,東 西 トルキスタソの接点として,ま た遊牧地域 と農耕地域の交錯地点

として,中 央アジア史上に重要な意義を有 していたのである。

　近代 ヨーロッパ的な学問を学んだカザフ人ワリハーノフ は,前 近代中央アジアのキ

ルギズ人の生活世界を事細かに記録して後世に伝えた。そのような調査研究をおこな

った彼の姿の中に,中央アジアの草原における新たなる時代の到来が予感されもする。

注

1)　 こ の全5巻 の 『著 作 集 』 は,ワリハーノフ の 生 誕150周 年 を 記 念 して刊 行 され た も の で あ

　 る。 す で に1961年 か ら1972年 に か け て,テ ー マ別 編 集 の 全5巻 の 『著作 集 』 が 出版 さ れ て い

　 る(BanllxaHoB　 l961;1962;1964;1968;1972)が,1984-85年 の 新 版 は基 本 的 に1961-72年

　 出版 の 『著 作 集』 に基 づ き,著 作 年代 順 に編 集 しな お され て い る。

2)　 ワ リハ ー ノ フ 『著 作 集 』 の編 集 責任 者 マ ル グ ラ ンA,X.　 MaprynaH執 筆 のワリハーノフ の

　 伝 記 が,そ の 『著 作 集 』 巻1(Ba皿xaHoB　 l984:9-77)に 載 せ られ て い る の で,主 と して そ

　 れ に 依拠 す る。 わ が 国 で も,田 中 克 彦(1961a;1961b),加 藤 九 柞(1980:74-76;ジ ュー コ

　 フー加 藤1963:186--215),森 川 晴(1988;1989)に よ る紹 介 や 研 究 が あ る ので,参 照 され た

　 い。 な お 伝記 と して(Togan　 1981:543-551;CTpe瓜oBa　 1983;CynetiMeHoB-MoHceeB　 1985)

　 もあ る。

3)カ ザ フ語 で 「七 つ の 国()KyPT)の 言 葉 を 知 る 」 と い う意 味 に 解 され る。 国 と翻 訳 した

　 )KypTの 語 義 に は,1)people,　 nation;2)community,　 public;3)camp,　 camping　 siteが あ る

　 (Shnitnikov　 1966:112)。 七 つ の)KYpTが 指 し示 す 集 団 も し くは 地 域 の 具体 的 な 名称 は 明 か で

　 な い し,こ の カザ フ語 の 言 い 回 しが 当時 の 実 状 を 反 映 して い る の か ど うか,と い う疑 念 は残

　 るけ れ ど も,カ ザ フ王 侯 の 言 語 教 育 に対 す る積 極 的 態 度 が窺 わ れ る。

4)　 オ ム ス クに お け るセ ミ ョー ノ ブ ・チ ャγ シ ャソ ス キ ー とワリハーノフ の 出会 い の模 様 や,

　 彼 が ガ ス フ ォル ト総 督 にワリハーノフ の カ シ ュガ ル旅 行 を 勧 め て い た ことが,チ ャ ン シ ャ ン

　 ス キ ー の伝 記(AMnaH-CeMeHoB　 1965:130-134;ア ル ダ ン ・セ ミ ョノ ブ1972:170-175)に

　 記 述 され て い る。 ま た,セ ミョー ノブ ・チ ャ ン シ ャ ンス キ ー とア ジ ア局 長 コ ワ レフス キ ーに

　 よ るワリハーノフ の カ シ ュ ガル 遠 征 の 決 定 に つ い て も,同 書(AnnaH-CeMeHoB　 1965:171;

　 ア ル ダ ソ ・セ ミ ョノ ブ1972:224-225)に 述 べ られ て い る。

5)　 カ シ ュ ガル で の滞 在 中や 往 復 路 で の見 聞に つ いて は,(澤 田1993)を 参 照 され た い 。

6)　 この テ ゼ クは1857年5月 ・6月 にセ ミ ョー ノ フ ・チ ャ ン シ ャ ンス キ ー の イ ッシ ク ・クル 湖

　 へ の 調 査 遠征 に 同行 してい る(AnnaH-CeMeHoB　 l965:136,139,143-144;ア ル ダ ソ ・セ ミ ョ

　 ノ ブ1972:179,183,188-189)。 な お,ワリハーノフ 『著作 集 』 巻1(BannxaHoB　 1984:355)
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　 に 画家 コシ ャ ロ フn.1くOIHapOBに よ る テゼ クの 肖像 画 が 載 せ られ て お り,ま たr著 作 集 』 巻

　 4(Ba皿xaHoB　 1985c:112)　 tlこワリハーノフ の手 に よ る 肖像 画 も載 せ られ て い る。

7)1857年6月7日,セ ミ ョー ノ ブ ・チ ャ ン シ ャ ンス キ ーは マ ー ラ ヤ ・カル カ ラの岸 辺 の遊 牧

　 地 で,こ の プ ラ ンバ イEypaM6atiに 会 ってい る。 当 時 ブ グ ゥ族60rHHeqbiは サ ル ・ミグシ ュ族

　 と抗争 して いた が,ブ ラ ソバ イは セ ミ ョー ノ ブに ロシ アへ の臣従 の手 助 け を 依 頼 した とい う。

　 また ブ ラ ンバ イ はイ ッシ ク ・クル 湖 の 東 半分 とハ ソ ・テ ソグ リに 至 る まで の天 山 の北 山麓 を

　 治 め て い た と い う(AnAaH-CeMeHoB　 l　965:143-144,153;ア ル ダ ン ・セ ミ ョ ノ ブ1972:

　 188--189,201)。 な お,ワリハーノフ の筆 に よ る ブ ラ ンバ イ の 肖像 画 がワリハーノフ 『著 作 集 』

　 巻1(BanHxaHoB　 1984:320と321の 間)に,チ ャ ソ シ ャ ンス キ ー に 同 行 した画 家 コ シ ャ ロ フ

　 に よ る 同 人 の 肖像 画 が チ ャ ン シ ャ ンス キ ー の伝 記(AnnaH-CeMeHoB　 l965:160と161の 間;

　 アル ダ ン ・セ ミ ョノ ブ1972:189)に 載 せ られ て い る。

8)　 カザ フ語 の辞 書 に よ る と(Shnitnikov　 l　966:18,-203),　 TOPLIは 「栗 毛 」,入血rLIPは 「種

　 馬 」 で あ り,ワ リハ ー ノ フ の説 明 と一 致 す る。 ラ ドロ フの 『トル コ方 言 辞 典稿 』 で も,こ の

　 二 つ の 単語 は採 録 され て い る(Radloff　 1960:1-16,　 III-1182,1452)。

9)　 セ ミョー ノ ブ ・チ ャ ン シ ャ ンス キ ー も同 様 の伝 説 を記 してい るが,サ ソタ シ ュを 「千 の石 」

　 と解 して い る(セ ミ ョー ノ ブ ・チ ャ ン シ ャ ンス キ イ1958:116;AJInan-CeMeHoB　 l　965=144;

　 ア ル ダ ン ・セ ミ ョノ ブ1972:189-190)。 サ ソの 語 義(「 計 算,数 」(Radloff　 l960:IV-296;

　 Shnitnikov　 l　966:167;K)八axHH　 l965:631;Yudahin&Taymas　 l988:635-636))と 伝 承 内 容

　 か らす れ ば,ワリハーノフ が記 述 す る よ うに 「計 算 の 石 」の ほ うが ふ さわ しい。な お(ジ ュー

　 コ フー加藤1963:56-57)も 同様 の伝 説 を記 し,サ ソ タ シ ュを 「数 え られ た 石 」 とい う意 味 に

　 正 し く解 釈 して い る。 なお,サ ソ タ シ ュ峠 の クル ガ ンの写 真 が(加 藤1991:66)に 載 せ られ

　 て い る。

10)　 カル ム ィ ク(カ ル マ ク)・ ジ ュ ソ ガル とは,モンゴル 系 のオ イ ラ ト族 の ことを 指 して い る。

　 オ イ ラ ト族 の首 領バ ー トル ・ホ ンタ イ ジが17世 紀前 半 に,カ ザ フ人や キ ル ギズ 人 な ど西 方 の

　 隣 人 を 攻 撃 し,カ ザ フ の ・・ン,イ シ ム と も戦 った こ とは,史 実 で あ る(Barthold　 1956:

　 160;佐 口1966:109-110;1979:75)。 しか し,イ シム ・ハ ンが サ ンタ シ ュ峠 付近 で 戦 い に勝

　 った か ど うかは 不 明 で あ る。

11)　 この 『マ ナ ス』 の一 部 分 の ア ラ ブ文 字 キル ギ ズ語 の写 本 が,ア ジ ア諸 民 族 研 究所 の東 洋 学

　 者 公 文 書 保 管 所 でA.X.マ ル グ ラ ソ氏 に よ って新 た に 発 見 され(Ba皿vaxaHoB　 l　985a:368),

　 そ の写 真 が 『著 作 集 』 の巻2(BanHxaHoB　 1985a:101-147)に 載 せ られ て い る(但 し,そ の

　 写 真 版 の112ペ ージ と114ペ ー ジ,133ペ ー ジ と134ペ ージ,140ペ ー ジ と141ペ ー ジの もの は,

　 そ れ ぞ れ 入 れ替 え な けれ ぽ,葉 数 通 りに な らな い)。(Hatto　 1977)は こ の写 本 に 基 づ い て キ

　 ル ギ ズ語 の テ キ ス トを 再 現 し,翻 訳 した(Hatto　 1977:vi-vii)。

12)　 (Barthold　 1987:1025)　 eこよ る と,1758-1759年 に カ ル ム ィ クの 帝 国[ジ ュ ソ ガ ル王 国]

　 が 中国 人 に[清 朝 に]滅 ぼ され た後 に,キ ル ギ ズ が セ ミレチ エ南 部 の 旧領 に 戻 った 時,キ ル

　 ギ ズ とい う名 称 は ロ シア人 に よ りカザ ー ク 〔す な わ ち,カ ザ フ]に 転 移 され,後 者 と区 別す

　 る ため に 本 来 の キ ル ギ ズ は黒 キ ル ギ ズ(カ ラ ・クル グズ)と 呼 ば れ た 。(加 藤1983:653)に

　 よ る と,カ ザ フ族 は1925年 頃 ま で ロシ ア文 献 で キ ル ギ ス ・カ ザ クまた は 単 に キ ル ギ ス と称 さ

　 れ た 。 トカ レフC.A,　 ToKapeBの 見解 では,1730年 頃か ら,つ ま りカザ フ族 の一 部 が ロ シア

　 帝 国の 治 下 に 入 って か ら,キ ル ギ ス ・カザ ク と よば れ る よ うに な り,こ れ は 一 面 で は ロ シア

　 の いわ ゆ る コサ ッ ク(こ れ もKa3aKと 書 く)と 区 別 す る ため に,他 面 で は 隣接 の キ ル ギス族
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　 と よ く似 て い る と こ ろか ら,文 献 上 で キ ル ギ ス ・カザ ク また は キ ル ギ ス ・カ イ サ クと も よば

　 れ る よ うに な った とい う(加 藤1983:653)。 な お,こ の誤 っ た呼 称 「キ ル ギ ス」 は1925年4

　 月 に廃 止 され た(小 松1988:55,注5)。

13)　 デ ィ コ カ メ ソ ヌエ ・キ ル ギ ズ ィは,"Wilde-Stein-Kirgisen"(Radloff　 1968:1-230)「 花 嵩岩

　 の キ ル ギ ス 」(・ ミル ト リ ド1939:413;BapTonbn　 l977:404),「 花 嵩 岩 キ ル ギ ズ 」(佐 口

　 1944:78),"Mountaineer　 Kirghiz"(Winner　 1958:102),「 野 生 の 山 地 キ ル ギ ス 」(西 ・福 島

　 1990:67,訳 注1)と 翻 訳 され て い る。

14)清 朝 の漢 籍 で は 「布 魯 特 」 と音 写 され て い る。 元 来 オイ ラ トが 用 い て い た 呼称 が清 朝 文 献

　 に 採 用 され た と い う(佐 口1944:77)。

15)　 キ ル ギ ズ 語 の辞 書(K)naxHH　 1965:806;Yudahin&Taymas　 1988:785)に よ る と,　ypaaH

　 (uraan)は 「関 の声 」 「戦闘 に召 集 す る叫 び」 とい う意 味 で あ る。

16)　 ウ ト ゥズ(正 し くは オ トゥズoTy3)は 「30」,ウ ウ ルは 「息 子 」 の 意 で(K)naxvaH　 1965:

　 584,810;Yudahin&Taymas　 1988:603,788),「30人 の息 子 」 とい う意 味 に な る。

17)　 (Radloff　 l960:III-768)に お い て も,タ イ ガ ンは 「ボ ル ゾイ犬 」 ま た は 「グ レー ハ ウ ン

　 　ド犬」 の意 味 に な って い る。

18)　 クル クは 「40」,ク ズ は 「娘 」 の意 で あ る(K)naxHH　 1965:495,476;Yudahin&Taymas

　 1988=459,469)。

19)　 (ジ ュー コ フー加 藤1963:164-165)に 類 似 の伝 説 が 紹介 され て い る。 そ こで は 王 の 名 は ジ

　 ャ ニベ ク と い う。 楊 海 英 氏 は 国立 民 族 学 博 物 館 共 同 研 究 会 「遊 牧 の 歴 史 と現 在 」(1991年3

　 月11日)で の 「チ ャガ ン ・ノ ー一ル 伝 説 に 関 す る一 考 察 」 と題 す る研 究 発 表 に お い て,内 モ ン

　 ゴ ルの オ ル.ド スで モ ス ター ル トが採 集 した ロ・ミの耳 を した ハ ー ンの話(モ ス タ ー ル ト1966:

　 144-153)に 言 及 した 。

20)　 (佐 口1963:359-360)に は キル ギ ズ の農 耕 につ い て の 清朝 史 料 が引 用 され て い る。
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